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本 郷 B世跡

― 甲府市善光寺三丁目宅地造成工事に伴う発掘調査報告書 一

2004

甲府 市 教 育 委 員 会



本郷 B遺跡が位置す る『板垣の里』は、甲府市街地の東側 に近接す る北原扇状地 にあ り、

一帯はな どう畑が広が る果樹 園地帯です。初春 は観梅、夏か ら秋 にかけてはな どう狩 りと

紅葉な ど実 り豊かで、甲斐の名刹善光寺・東光寺 さらに甲府五 山の寺院な どが位置す る由

緒 ある土地であ り、四季 を通 じて観光客が訪れます。

甲府市内には埋蔵文化財包蔵地が270箇 所以上確認 されてお りますが、板垣の里一帯 に

は、縄文か ら近世 にかけての遺跡が40箇所 ほどと多数存在 し、数千年の長い年月、人々が

生活 していたことが確認 されています。

特 に本遺跡東方には、連歌発祥の地 とされ る酒折宮が鎮座 し、東国征伐の際に日本武尊

が立 ち寄 り、御火焼の翁 と問答 をかわ した と古事記 に記述があ ります。 さらに、北方には

甲斐源氏の一族である「板垣氏」の屋敷跡であるとされる伝承地が位置 します。

今回の発掘調査では方形周溝墓などの古墳時代の遺構 と、中世段階の井戸・溝 などが発

見 され ました。改めて歴史の重みを認識す る次第であ ります。今後、当発掘調査の成果が

歴史研究の資料 として、 さらに生涯教育の場 において活用 していただければ幸甚です。

末筆 とな りましたが、今回遺跡発掘調査の実施 に際 しては、地権者及び関係者の皆様 に

は多大なるご支援 を賜 り、 また地域住民の皆様 。発掘調査及び整理作業 に従事 された方々

にご理解 とご協力を頂 きました事 を、 ここに厚 く御ネL申 し上 げます。

平成 16年 3月

甲府市教育委員会

教育長 角 田 智 重



例

1.本書 は、山梨県 甲府市善光寺三丁 目1946-1、 1952-1、 1952-2に おける、本郷 B遺跡

の発掘調査報告で ある。

2。 本調査 は、宅地造成工事 に伴 う埋蔵文化財発掘調査 で ある。 甲府市教 育委員会が、地

権者で ある飯 野忠治・渡邊益代・ 岩 田和子 。小林 晴子 との協議 に基づ き、発掘調査 に

関 る契約 を締 結 して実施 した。

3.調査経費 は、事前の試掘調査 を甲府市教 育委員会が、本調査 については地権者である

飯 野忠治・渡邊益代・岩 田和子・ 小林 晴子が負担 した。

4。 調査期 間は、試掘調査 を平成 15年 6月 3日 か ら 7月 1日 まで実施 し、本調査 を同年 8

月 4日 か ら 9月 30日 までの 2ヶ 月間行 った。

5。 試掘調査及び本調査 は、志村 憲― (文化財主事)が担 当 した。

6.本 書の執筆 は、志村 が担 当 した。

7.本 書の編集 は、 中込 功 (文化芸術課長 )を 責任者 として、志村 が行 った。

8。 発掘調査 における基準点の測量及び基準杭 の設定 は、春 日測量事務所 の全面的な協 力

の もと行 った。

9。 本書の挿図 。図版 は、中村 里恵 (嘱託職員 )。 大塚教子・ 小宮通子・ 中川美千子 。平賀

早苗・渡邊百合子が作成 した。

10。 本書 に標 る出土遺物及び記録 図面・ 計測デー タ・写真等 は、 甲府市教 育委員会で保管

してい る。

11.本遺跡 出上の馬骨 については、麻布大学解剖学第一研究室 浅利 昌男教授 に鑑定 を依

頼 し、 ご指導 を賜 った。

12.発掘調査及び報告書作成 に際 して、次の関係機 関及び諸氏か ら、ご教 示・ご高配 を賜 っ

た。 ここに記 して厚 く感謝 を申 し上 げたい。 (敬称略 )

春 日測量事務所・坂本春男 。三基建設株式会社・ 中川 清・ 日信建物株式会社・

保坂和博・ 保坂 広・宮澤公雄

例

1。 本書 中の遺構 名 。遺物番号 は、現場 において形状・検 出状況 に応 じて付 した もの を、

本書作成の際 に通 し番号 に改めた もので ある。

2.本 書 中の方位 は、磁北 を示 してい る。

3.本書中の地図は、甲府市発行 1/2,500及び1/10,000、 国土地理院発行 1/50,000「 甲府」

を使用 した。

4.周 辺の遺跡 は、甲府市教育委員会 1992『 甲府市遺跡地図』か ら作成 し、遺跡名・遺跡

番号 を対応 させている。

5。 土層説明及び遺物の色調の上色表示 は、農林水産省水産技術会議事務局監修『新版 標

準土色帖』 (1997後期版)を 使用 した。

6.遺構図の縮尺及び方位 は各図面上 に表示 した。

7.遺構断面図・土層図は各図に標高 を表示 した。

8.本書図のスク リー ン トー ンの指示 は以下の とお りである。
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第 1章 調査の概要

第 1節 調 査 に至 る経 緯

山梨県 甲府市善光寺三丁 目1946-1、 1952-1、 1952-2合計面積 1545m2に おける発掘

調査 は、宅地 造成工事 に伴 って実施 された もので あ る。 当該地 区は北原扇状地 の先端部 に

位置 し、北か ら南方 向 に若千緩やか な傾斜 が見 られ るが、 ほぼ平坦 な土地 である。調査 区

一帯 はぶ どうな どの果樹地 帯で あ り、調査 区北側 の1946-1番地 はアス ファル ト舗装 を施

した駐車場 で あったが、南側一帯 にはブ ドウ畑 が広 が って いた。

平成 15年 4月 ごろ宅地 造成の計画が浮上 し、同年 4月 28日 付 けで埋蔵 文化財保護法 57条

の 2項が開発業者 で ある 日信建物株式会社 よ り提 出 され た。 これ に基づ き試掘調査 を同年

6月 3日 か ら 7月 1日 までの約 1か 月間実施 した結果、古墳時代 と中世 の溝・ ピッ トな ど

の遺構 と遺物が検 出 され た。

この報告 に基づ き甲府 市教 育委員会 と、地権者 (飯野忠 治・ 渡邊益代・岩 田和子・小林

晴子)及び関係 業者 と協議 を行 った。 その結果、南北 方向の道路部分約 450m2に つ いては、

開発工事 に よ り遺構 。遺物 に影響 が及ぶ ため本調査対象範 囲 とした。宅地部分約 1095m2に

関 して は、0.5～ lmの 盛 土が行 われ遺構面が保護 され るこ とが開発業者 との協議 によ り確

認 されたため、調査対象範 囲か ら除外す るこ とが決 定 され た。 これ らの協議 の結果、平成

15年 7月 22日 発掘調査 及び報告書作成作業 につ いての契約 が締結 され た。

本調査 は、同年 8月 4日 か ら 9月 30日 までの 2ヶ 月間実施 し、引 き続 き整理作業及び報

告書作成業務 を行 った。

第 2節  調 査 方 法 (図 1)

試掘調査 は平成 15年 6月 3日 か ら同年 7月 1日 までの約 1か 月間行 った。調査 区 (1545

m2)は 南北方向 に細 長 い土地 で あ るため、宅地部分 と道路 部分 に幅 2mの トレンチ を南北

に 2本設定 し、重機 で表 上の除去 を行 った。西側 宅地 部分 の 1号 トレンチは、長 さ55。 4m
あ り部分的 に拡張 し、約 174.48m2掘 削 を行 った。 その結果 古墳時代及び 中世の溝 が 14本検

出 された。遺物 は古墳時代前期 に位 置付 け られ る S字状 口縁 の上器、 中世 の内耳土器が確

認 された。 さ らに トレンチ中央 の拡張部分 か らは、近世 か ら近代 にか けて使用 された大 型

の甕が 2基 出土 した。

本調査 が行 われた道路部分 に設定 した、長 さ約28mの 2号 トレンチの地表下 20～ 50cmと

浅 い部分 か らは、古墳時代 前期 の遺物 を含 む溝 を検 出 した。調査 区北側 は遺跡範 囲外 で あ

リアスフ ァル ト舗 装の駐車場施 設が あるため試掘調査 は行 えなか ったが、遺構 は存在 す る

もの と考 え られたため本調査 の対象範 囲 とした。

本調査 は、先述 した とお り同年 8月 4日 か ら 9月 30日 までの 2ヶ 月間実施 した。調査 区

域 は、宅地造成予定地 内東側 の道路 とな る約 450m2を 対 象 と し、幅 5.5～ 6m、 南北約 80m
の範 囲で ある。調査 は重機 に よ り表土 を除去後、調査 区の形状 に合 わせ て任意 に東か ら西

へ A～ G、 北か ら南へ 1～ 22に 分割 し、 4m間 隔で合計 30本のグ リッ ド杭 を設定 した。 2
点のグ リッ ド座標 を以下 に示 してお く。

A-15グ リッ ド X=-37970.000  y=8730.000  Z=258.349
B-15グ リッ ド X=-37969。 434  y=8726.040
遺構 は平面形 を確 認後、規模・形状等 に よ り若千異 な る部分 もあるが、原則半載 を行 い、

土層 を観察 しなが ら検 出 した。 さらに、平板測量 に よって作 図 し写真記録 した。 また遺物

は、基 本的 に位置及 び水準 を記録 し、遺構又 はグ リッ ドご とに取 り上 げ を行 った。
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第 3節 調 査 組 織

調査 スタ ッフ

(発掘調査 )

青木 勇樹 。荒木昭彦・石部祖代・ 大 間久江・ 岡 悦子・小澤 四郎・ 金井 い く代・

倉 田勝 子・小宮通子・坂本道穂・末木義光・ 鈴木正文・ 鷹野大智 。中込幹一・

平賀早 苗 。平沢則子・深沢春美 。中澤 明雄・ 吉 田永雄・ 吉田佳小里・望 月宏美・

望 月貴美 子・渡辺 茂・ 渡邊百合子

(整理作業 )

中村 里 恵 (嘱託職員 )。 大塚敦 子・倉 田勝 子 。小宮通子 。中川美千子・ 平 賀早 苗・

平沢 則 子・ 渡邊百合子

第 4節  調 査 日誌

6月 3日    試掘調査 開始。

下旬   地権者及び関係者 による試掘現場視 察及び協議 。

7月 1日    試掘調査完 了。

22日    本調査 に関 る契約 を締結。

8月 4日    本調査準備 開始。

5日    調査位置設定。

8月 6～ 7日  重機 に よる表土除去作業 開始 。

11日    遺構確 認作業 開始。

22日    基準杭 設定作業完 了。

9月 6日    調査 区南側 (A・ B-12～ 22グ リッ ド)遺構全体写真撮影及び掘 削完 了。

17日    調査 区北側 (BoC-1～ 12グ リッ ド)上面遺構調査完 了。

29日    調査 区北側 (B・ C-1～ 6)遺 構 全体写真撮影完 了。

30日    遺構 図面完 了。道具等 を撒収 して発掘調査終 了。
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座 標

A=A-15グ リッド

X=-37970000
Y=8730000

Z=258349

B=日 -15グ リッド

X=-37989434
Y=B726040

19

20

21

図 1 グ リッ ド配 置 図
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第 2章 遺跡の環境 (図 2・ 3)

今 回発掘調査 を行 った本郷 B遺跡 は、 甲府市街地東方の里垣地 区一帯 に広が る北原扇状

地先端、標高 258～ 259mに 位置す る。北原扇状地 は板垣 山に源 を発す る扇状地東側 を南流

す る大 円川 と、扇状地 中央部 を同 じく南流 す る高倉川 に よ り形成 された、東・北 。西側 の

三方 を酒折 山・善光寺 山・板垣 山・夢見 山・愛宕 山の峰 に囲 まれた、東西約 1.4km、 南北約

2 kmの 範 囲 に広が る小扇状地 で ある。両河川 とも現在 は改修工事が施 され、川 幅 も 4～ 5

mと 狭 く流 れ も少量 で あるが、雨天 とな る と急激 に増水 し、現在 も雨量が多い場合 は東 中

学校付近 では冠水す る場合が ある。

この北原扇状地 には、『甲府市遺跡地図』で確認 され るだ けで も40箇所 の遺跡分布が確 認

されてい る。過去 に行 われた発掘調査 では、1983年 北原遺跡 (93)、 1991年 善光寺北遺跡 (98)

な どの調査 において、縄文時代前期後葉か ら後期 にか けての遺構・遺物が確認 されてい る。

弥生時代 の遺跡 は現在 の ところ確認 されていないが、古墳時代 に入 る と遺跡 は増加す る。

扇状 地 北 方部 には古 墳 時代 後 期 に北 原古 墳群 が形 成 され、 さらに消滅 した古墳 も合 めて

この周辺 には17基 ほ どの古墳が確認 されてい る。稲荷塚 1号墳・地蔵塚古墳 (88)。 ポ ンポ

コ塚古墳 (127)・ 不老 園塚古墳 (136)イよ削平 を受 けてい るが直径 10m以上 の墳丘で あ り、

横穴式石 室或 いはその可能性 が ある古墳時代後期 の円墳 である。 中で も稲荷塚 1号墳・ 不

老 園塚古墳 は全長6.lmと 5.7mの横穴式石 室であったこ とが確認 されてお り、 この地域 に

有 力者が存在 していた こ とを窺 わせ る。北原古墳群南側 の扇央部 には、 6箇所以上 の包蔵

地 が確 認 され、居住空間の可能性 が ある。この地域 には古墳群 が形成 されてい るこ とか ら、

「北原扇状地 を中心 とした勢力の存在 を窺 わせ るこ とがで きる」 と指摘 されてお り、今 回

の調査 か らも古墳時代前期 か ら、居住 していた こ とが確 認 された。

平安時代 の遺跡 は22箇所 と多数確認 され、広範 囲 に集落が営 まれていた もの と考 え られ

るが、具体 的 に調査が行 われていないため実態 は不 明な部分 が多い。 しか し、平安時代末

か ら中世初頭 には、北原扇状地 の善光寺・ 東光寺・ 酒折地 区か らさらに南側 の国玉地 区一

帯 にか けて 『板垣郷』 と称 され るようにな る。 この 『板垣郷』 につ いては、古代表 F可 郷 か

ら分離 した もの とされ る。

板垣郷 には、平安時代末 か ら鎌倉時代初頭 にか けて武田信義の子兼信 が本拠地 を構 え、

板垣氏 を称す る。 さらにこの地域 には鎌倉時代創建 の東光寺が あ り又、武 田晴信 によ り信

濃 国か ら善光寺が移 され るな ど宗教 的な色彩が強 い土地 であ る。現在 も善光寺か ら南へ延

び る旧参道 であ る県道善光寺線 の両側 には、町屋や子院の形成の痕跡で あ る短冊形地割が

見 られ る。 この善光寺 は、江戸時代 の文化年間 (1804～ 1818)に は、境 内 1万 1千坪 あ ま

り塔頭子院な ど23箇所 の規模 を誇 り、 甲斐国の浄土宗触頭で あった。

今 回の調査 区周辺 においては、東方300mに は、倭建命が東国遠征 の帰途立 ち寄 った と説

話が残 る酒折宮が鎮座 す る。 さらに、北方 150mの 善光寺三丁 目には「殿屋敷」の字名が残

り、『甲斐 国志』 に「三郎 兼信 ノ館逃 ア リ殿屋敷 卜云 ウ」 と言己載が ある。昭和 60年 か ら昭和

61年 にか けて この一帯 は発掘調査 が行 われ、縄文時代早期 の土器が数点検 出 され る ととも

に、墨書土器が検 出 された平安時代 の井戸、 さらに16世紀代 に位置づ け られ る土坑墓・溝

な どの遺構 も確認 された。遺構・遺物 のみで は板垣氏の居館 の確証 とは成 り得 ないが、存

続期 と重な る可能性 が指摘 されてい る。 当調査 区 も近接 す る土地 であ り、本郷遺跡か ら検

出 された中世 の遺構・ 遺物 とほぼ同時期 で あるこ とか ら関連性 が考 え られ る。

近世 に来 ると一帯 は畑作 が多 く行 われ、 明治時代以降 はぶ どうが多 く栽培 されてい る。
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図2 】ヒ原扇状地及び周辺に於ける遺跡分布

ニツ塚 ]号墳 古境 地蔵塚古墳 古墳 善光寺裏遺跡 縄文・平安～ ボンポコ塚 古填

ニツ塚 2号墳 古壊 鎧塚古墳 古境 南善光B遺跡 古墳～平安 東光寺遺跡 平安～

ニツ塚 8号墳 古墳 堤下B遺跡 平安～ 南善光A遺働 平安～ 宮の前遺跡 縄文

茶堂遺跡 平 安 北原無名 ]号墳 古墳 善光寺無名塚 古墳 本郷遺跡 縄文・古墳～

―ツ塚古墳 古墳 堤下A遺跡 平安～ 御崎田運馴 平安 本郷B遺跡 古墳・中世

大笠山水の穴遺跡 百墳～ 北原遺跡 縄文・平安 銀杏之木遺跡 平安～近世 本郷C遺跡 古墳～中裡

善光寺塚2号墳 古墳 地蔵北遺跡 古墳～平安 宮裏遺跡 平安～ 酒折縄文遺跡 縄 文

善光寺塚 ]号墳 古墳 亥ノ兎遺跡 平安～ 宮の脇B遺跡 縄文・平安～ 内林遺跡 近世

北善光A遺跡 平安～ 大六天遺跡 平安～ 上郷遺跡 平安～ 酒折遺跡 近世

三日月古墳 古 墳 宮の脇A遺跡 縄文・平安～ 殿屋敷遺跡 平安～ 不老園塚 古墳
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第 3章 発見された遺構 と遺物

第 1節 層 序 (図 4)

調査 区 は北原扇状地先端部 に位 置 す る。調査 区は東西 5～ 6m、 南北 75mと 細長 い土地

で あ る。遺構確 認面 におけ る標 高 は調査 区北側 で、約 259m、 南側 で は約 258m、 比高差 は

約 lm程 度 あ り、勾配角度 は1000分 の13と 南狽ll‐緩やか に傾斜 してい る。

基 本土層 は 4層 に分層 され る。第一層 の褐色土 は近世 。近代 の耕作 上 で、厚 さは40～ 50

cmあ る。第二層 は中世 に形成 され た暗褐 色粘質上で あ り、厚 さ10～ 20cmあ るが調査 区南側

で は、部分 的 に しか確認 されていない。第二層 は古墳時代 の堆積 層 で、厚 さ10～ 40CInの 黒

色粘 質土で ある。第四層 は責色粘 質土 を多 く合 む暗黄褐色粘質上 で あ る。

検 出 され た遺構 は、耕作等 に よ り上面遺構 は削平 を受 けた ものが多 く、第三層及び第四層

に掘 り込 まれた状態で確認 されて い る。特 に南側 で は地表 か ら地 山 までが薄 い状態で ある。

第 2節 遺 構 と遺物

検 出 された遺構 は、大別 して古墳時代・ 中世 。近世 ～近代 の 3時期 で あ る。溝 27条、土

坑 10基、井戸 1基、土坑墓 1基、埋甕 2基、 ピッ ト257基 で あ る。本文 中にお け る溝 とピッ

トの重複 関係 につ いての記載 は省 略 した。

(1)溝

1号溝 (遺構 図 5)

位   置  D-20グ リッ ド

検 出状況 主軸 は東西方向 N-72° 一Wで ある。長 さ2.35m、 幅 70～ 80cm、 深 さ約 5～ 7 cm

を言十韻1す る。

出土遺物  な し

切合 関係  な し

時   期 不 明

2号溝 (遺構 図 5)

位   置  D～ F-20グ リッ ド

検 出状 況  主軸 は東西方向 N-73° 一Wで あ る。部分 的 に検 出不能で あったが拡張部分で長

さ 2m、 幅80～ 90cm、 深 さ約 8～ 9 cmで ある。 1号 トレンチ部分 で は長 さ2.3m、

幅 55～ 60cm、 深 さ約 8～ 9 cmを 計測す る。凝土 は炭化物・焼 土粒 子 を少量含 む、

暗褐色粘質土で ある。

出土遺物  縄文土器片 1点

切合 関係  ピッ ト254と の切合 い関係 は不 明。

時  期 推 定 中世段階

3号溝 (遺構 図 5)

位   置  E-19グ リッ ド

検 出状況  主車由は南北方向 N-15° 一 Eで ある。長 さ1.lm、 幅 50～ 60cm、 深 さ約 6～ 12cmを

計測す る。暗褐色上 の覆上 で あ る。2号溝 とは接 して はいないが、ほぼ直交 し覆

土 も類似 してい る。
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出土 遺 物  な し

切 合 関係  な し

時   期  推 定 中世 段 階

4号溝 (遺構 図 5/遺 物図 18)

位   置  D-19グ リッ ド

検 出状況  主車由は東西方向 N-69° 一Wで あ る。長 さ2.3m、 幅 3～ 3.3m、 深 さ17～ 25cmを

計測 す る。黒色粘質上の覆土 内か らは、土師器小片が出上 した。

出土遺物  1高 邪脚部 で あ る。他小片のため図化 は行 って はいないが、土師器小 片 34点、

須 恵器 1点 出土。

切合 関係  な し

時  期  古墳時代

5号溝 (違構 図 5/遺 物 図 18)

位   置  B-20グ リッ ド

検 出状況  主車由は北東か ら南西方向 N-22° 一Wで ある。長 さ3.2m、 幅 70～ 130cm、 深 さ 5

～13cmを 計測 す る。黒色粘質土 の覆土 内か らは、土師器小片が出土 した。

出土遺物  2壷 日縁部、 3甕胴部。他 図化 は行 ってはいないが土師器小片出土。

切合 関係  な し

時  期 古墳時代

6号溝 (遺構 図 5)

位   置  A・ B-19グ リッ ド

検 出状況  主軸 は東西方向 N-88° 一Wで あ る。長 さ3.5m、 幅 22～ 60cm、 深 さ10～ 20cmを 計

測 す る。覆土 は黒色粘質土 で あ る。

出土遺物  土師器小片 4点 出土。

切合 関係  2号 土坑 を切 る。 10号 溝 に切 られ る。

時  期 古墳時代

7号溝 (遺構 図 6)

位   置  D-18グ リッ ド

検 出状況  主軸 は東西方向 N-69° 一Wで あ る。長 さ2.2m、 幅60～ 90cm、 深 さ23～ 68cmを 計

測 す る。

出土遺物  な し

切合 関係  な し

時  期  不 明

8号溝 (遺構 図 6)

位   置  D-17グ リッ ド

検 出状況  主軸 は東西方向 N-72° 一Wで あ る。長 さ1.5m、 幅 40～ 55cm、 深 さ8.6～ 25。 2cm

を計測す る。西壁 の上層観 察 に よる と、表土部分 か ら掘 り込 まれて い るこ とか

ら、近代 に掘 削 された もの と考 え られ る。

出土遺物  な し

切合 関係  9号 溝 を切 る。
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時  期 近代

9号溝 (遺構 図 6)

位   置  D-17、 B-17グ リッ ド

検 出状況  主軸 は東西方向 N-69° 一Wで東 方へ傾斜 してい る。 1号 トレンチ部分 で は、長

さ2.lm、 幅 65～ 85cm、 深 さ6。 9～ 27cm、 B-17で は長 さ3.5m、 幅 80～ 100cm、

深 さ23～ 36cmを 計測す る。 いずれの部分 で も覆土 は暗褐色粘質上で あ る。 10号

溝 の覆土 と同質で あ り、 ほぼ直交 す る。

出土遺物  土製括鉢 日縁部 2点、土師器 8点 出土。

切合 関係  13号溝 を切 る。 10号溝 と同時期 に存在 した もの と考 え られ る。

時   期  中世段 階

10号溝 (遺構 図 6/遺 物図 18)

位   置  A・ B-12～ 18、 A-19グ リッ ド

検 出状況  主軸 は南北方向 N-15°一 Eで あ り、現在 の地割 りとほぼ平行 す る。南端 部 は東

南方向へ振 れてい る。長 さ21m、 幅 20～ 75cm、 深 さ13.5～ 27cmを 測 る。覆 土 は 9。

14・ 15号溝 と同質 の暗褐色粘 質上 で あ り、 これ らの溝 とほぼ直交す る。

出土遺物  4は 土製括鉢 で ある。 5は 回転糸切 り痕 のかわ らけ、他 にかわ らけ小 片 4点、

内耳鍋 1点、土製括鉢 3点 、土師器 13点、黒曜石 1点、骨粉 が検 出 され た。

切合 関係  6・ 13・ 18・ 19号溝 を切 る。 9。 14・ 15号溝 と覆土及び出土遺物 の時期 に類似

性 が見 られ るこ とか ら、同時期 に存在 した もの と考 え られ る。

時  期  中世段 階

11号溝 (遺構 図 6)

位   置  A-14グ リッ ド

検 出状 況  東壁 際 で検 出 され たため全容 は不 明で あ る。主軸 は南北方向 N-15° 一 Eで あ

り、現在 の地割 りとほぼ平行す る。検 出 された範 囲 において は長 さ2.6m、 深 さ

は10cmで あ る。凝土 は12号 溝 とほぼ同質 の暗褐色粘質上であ る。

出土遺物  な し

切合 関係  18・ 19号溝 を切 る。

時   期  推 定 中世段 階

12号溝 (遺構 図 6)

位   置  A-16・ 17グ リッ ド

検 出状 況  東壁 際で検 出 され たため全容 は不 明 で あ る。主軸 は南北方 向 N-15° 一 Eであ

り、現在 の地割 りとほぼ平行 す る。検 出 された範 囲 において は長 さ2.5m、 深 さ

10cmで あ る。覆土 は11号溝 とほぼ同質 の暗褐色粘質上である。

出土遺物  な し

切合 関係  13号溝 を切 る。

時   期 推 定 中世段 階

13号溝 (遺構 図 6/遺 物図 18)

位   置  B～ D-15、 B-16、 A・ B-17・ 18グ リッ ド

検 出状況  A～ C-15～ 19で は南北方向 N-15° 一Wに主軸 を とる。長 さ約 12.5m、 幅 1.6
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出土遺 物

切 合 関係

時   期

14。 15手チ若尊

位   置

検 出状 況

～ 3.2m、 深 さ 8～ 25cmを 計 測 す る。北 か ら南側 へ 下 り、北 端子吉躊は西側 へ 南 端 部

は東側 へ振 れ る。 1号 トレ ンチ の D-14・ 15グ リッ ド部 分 で は、 東 西 方 向 N一

75° 一Wで あ り、幅 2.2～ 2.6m、 深 さ15～ 25cmあ る。覆 土 は黒 色 粘 質 土 を基 調 と

す る。 A～ C-15～ 19グ リ ッ ド部 分 で は遺 物 の 出土 は少 量 で あ ったが、 1号 ト

レ ンチ部分 で は若 千 多 く出土 した。

6高郭 。7壷底 部・ 8有段 口縁 の壷 で あ る。 図化 は行 って は い な いが土 師 器 の

小 片 も出土 した。

9 。10。 12号溝 に切 られ る。

古 墳 時 代 前期

(遺構 図 6・ 10/遺物 図19)

B～ D-13・ 14グ リッ ド

両溝 とも東西方向 N-73° 一Wで あ り、現在 の地割線 と平行 し、 10号溝 と直父す

る。長 さ10.5m、 幅 60～ 130cm、 深 さ 6～ 20cmを 言十預1す る。両溝 の間はほぼ平坦

で あ り、溝 の内側 か ら幅 1.6～ 2.lm、 溝 を含 め る と3.2～ 4.2mの 幅が ある。 こ

の遺構 の延長線上 の東西両方 向 には道路 が位 置す る。伝承 で は、 この地域 には

酒折宮 に通 じる参道 が存在 した と云 われてい る。 その こ とか ら、検 出 された両

溝 は、道路 に伴 う側溝 と推察 され る。出土 した遺物 は、 いずれ も中世 16世紀代

に位 置づ け られ る。溝 の東側 か ら集 中 して出土 した。

14号溝 で は15～ 25の 遺物 が 出土 した。15～ 17の かわ らけは、 回転糸切 り痕 が見

られ る。 18は器種不 明の陶器 で あ る。 19か ら22は土製悟 鉢で あ る。 23は 内耳鍋

日縁 部 であ り、外 面 はススが 付 着 してい る。 24・ 25は 常滑 製 の 甕 の破 片で あ

る。 26は馬の前 臼歯 で あ る。 271ま 種別不 明の背骨部分 で あ る。 その他小片のた

め図化 は行 ってはいないが、 かわ らけ 3点 、土製悟鉢 3点 、耳 1点、土師器 3

点、不 明土製品 1点 が 出上 した。

15号溝 では28～ 31が出上 した。 28は瀬戸美濃製合子蓋で あ る。 29・ 30は かわ ら

けで あ る。 30の かわ らけ内面 には、放射状 の線亥Jが見 られ る。 31の 内耳鍋 は外

面 に炭化物が付着 してい る。

16号溝 に切 られ る。 10号溝 と覆 上が類似 し同時代 の遺物 が出上 してい るこ とか

ら同時期 に存在 した もの と考 え られ る。 18号溝 を切 る。

中世 (16世紀代 )

出 土 遺 物

切 合 関係

16号溝 (遺構 図 6)

位   置  D-12・ 13グ リッ ド

検 出状況  主軸 は南西方向 N-54°一 Eで あ り、長 さ 3m、 幅 50～ 60cm、 深 さ25cmを 計測す

る。覆土 は極 めてゆ るい暗褐 色上であ り、ブ ドウの蔓 な どが検 出 され た。

出土遺物  な し

切 合 関係  15。 17号溝 を切 る。

時  期 近代

期時

17号溝 (遺構 図 6)

位   置  D-13グ リッ ド

検 出状況  南西方向 N-75° 一W、

深 さ 7 cmを 計測す る。

14号・ 15号溝 とほば平 4子 す
~る

。 長 さ90cm、  幅 40～ 50cm、

覆土 は暗褐色粘質土 である。
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出土遺物  な し

切合 関係  16号溝 に切 られ る。

時  期  近代以前

18号溝 (遺構 図 7/遺 物図 18)

位   置  A～ D-10～ 15グ リッ ド

検 出状況  北西 か ら南東方向 N-20° 一Wに 通 じ、長 さ20.5m、 幅 1.3～ 3.lm、 深 さ16～ 39

cmを 計測 す る。遺構 は南側 よ り北側 の残存状況が良好 で あ り、 D-12グ リッ ド

には遺物 の集 中が見 られた。覆土 は黒色粘 質土 を基調 とす る。

出土遺物  9は 台付甕の脚部で あ る。 その他 図化 は行 ってはいないが、 S字状 日縁 の上器

な ど、古墳時代前期 に位 置づ け られ る遺物 が出土 した。

切合 関係  10・ 11・ 14・ 15号溝、埋甕 に切 られ る。 19号溝、 3号土坑 との切 合 い関係 は不

明で ある。

時  期  古墳時代 前期

19号溝 (遺構 図 7)

位   置  A・ B-14グ リッ ド

検 出状況  東西方向 N-55° 一Wに軸線 を とる。長 さ3.2m、 幅 75～ 85cm、 深 さ3.1～ 17cmを

測 る。覆土 は黒色粘質上 で あ る。

出土遺物  な し

切合 関係  10・ 11号溝 に切 られ る。 18号溝 との切合 い関係 は不 明。

時  期  古墳時代 前期 の溝 で ある と考 え られ る。

20号溝 (遺構 図 7・ 11/遺物図 18)

位   置  B-11・ 12グ リッ ド

検 出状況  北東か ら南西方向 N-69° 一 Eに軸線 を とるが、北側 は東方向へ湾 曲す る もの と

考 え られ る。現状長 さ6.8m、 幅 75～ 125cm、 深 さ7.9～ 36cmを 言十浪Jす る。覆土 は

暗黒褐色粘質土 を基調 とす る。遺 物の出土量 は少量で あったが、 S宇状 日縁 の

上器 をは じめ、残存率50%以上 の古墳時代 前期 の上器が集 中 して 4点 出上 した。

出土遺物  10は S字状 日縁 台付甕、 11は 壷、 12・ 13は 長頸壷、 14は 対で あ る。他、図化 を

行 ってはいないが、古墳時代 前期 の上師器 も出土 した。

切合 関係  10。 15号溝 に切 られ る。 18号溝 との切合 い関係 は不 明。

時  期  古墳時代前期

21号溝 (遺構 図 8)

位   置  A～ C-5グ リッ ド

検 出状況  東西方向 N-70° 一Wに軸線 を とる。長 さ 5m、 幅約 110cm、 深 さ 9～ 17.5cmを 計

測す る。覆土 内か らは コンク リー ト片な ど近代 の遺物が多数 出土 した。

出土遺物  な し

切合 関係  22・ 25・ 26号溝 を切 る。

時  期 近代

22号溝 (遺構 図 9)

位  置  B-5・ 6グ リッ ド
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検 出状況

出土遺物

切合 関係

時  期

北東か ら南西方向 N-70° 一Wに軸線 を とる。長 さ3.4m、 幅 60～ 70cm、 深 さ4.3

～15.6cmを 計測 す る。覆土 は黒褐色粘 質土 であ る。

な し

21号溝 に切 られ る。

不 明

23号溝 (遺構図 9・ 12/遺物図20)

位   置  A～ C-4グ リッ ド

検 出状況  東西方向 N-85° 一Wに軸線 を とる。長 さ 5m、 幅 1.5～ 2.lm、 深 さ16～ 23cmを

計測す る。覆土 はやや ゆ るい暗褐色粘質土で あ る。全域 か ら、かわ らけ 。土鍋・

産地不 明の陶器・ 土馬 な ど中世段 階の遺物 が多数 出土 した。

出 L遺物  32・ 33・ 34は いず れ も回転糸切 り痕 のかわ らけで あ る。 35は表面 に叩 き目が見

られ る甕の体部 で あ る。 36の 須 恵器 は二次転用 され、表 面が磨耗 してい る。 37

も須 恵器で あ る。 38は 土製の指鉢、 39は 内耳鍋 の耳部 で あ る。 40は 内耳鍋底都

で、 41は 黒色釉薬 が施釉 された徳利状 の陶器で あ る。 42は 土馬で、精製 した粘

上で作成 され、部分 的 にススの付着 が見 られた。 さ らに、脚都及び耳部 は欠損

してい る。 その他 図化 は行 われていないが、かわ らけ 4点、土鍋 1点、土師器

13点 、縄文土器 2点が 出土 した。

切合 関係  24。 25。 26・ 27号溝 を切 る。

時  期  中世 (16世紀代 )

24号溝 (遺構 図 8。 13/遺物 図20)

位   置  B-2～ 4グ リッ ド

検 出状況  南北方向 N-24°一Wに軸線 を と り、長 さ7.3m、 幅 0.6～ 1.2m、 深 さ10～ 27cmを

計測す る。覆土 は黒褐色粘質上 であ り、小礫 を多 く含 む。

出土遺物  43～ 47は 古墳時代 中期 の遺物 が多 く含 まれ る。 48・ 49は五嶺 ヶ台式 の縄文土器

である。 50は櫛 目状 弧線文 の弥生時代後期 の土器 で あ る。

切合 関係  23号溝 に切 られ る。 27号溝上面 に位置す る。

時  期 古墳時代 中期

25号溝 (遺構 図 8・ 13/遺物 図20)

位   置  B-4～ 5グ リッ ド

検 出状況  南北方向 N-29°一Wに軸線 を とり、長 さ3.8m、 中言0.3～ 0.7m、 深 さ 5～ 1lcmを

測 る。南側 は浅 くな る。覆土 は黒褐色礫質土 を主体 とす る。 23号溝 に よ り分断

されてい るが、24号溝 の覆土 と同 じく小礫 が多 く混入 してい るこ とか ら、24号・

25号溝 は同 じ溝 で あった と考 え られ る。

出土遺物  51～ 53な ど古墳時代 中期 の遺物が多 く見 られた。

切合 関係  21・ 23号溝 に切 られ る。

時  期  古墳時代 中期

26号溝 (遺構図 9・ 14/遺物図20)

位   置  C-3～ 4グ リッ ド

検 出状況 南北方向 と東西方向にほぼ直角に屈曲す る溝である。南北方向はN-7°一Wに
軸線 をとり、長 さ5.3mを 計測す る。東西方向はN-99° 一W、 長 さ2.3mである。
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幅 は80～ 90cm、 深 さ30～ 40cmを 計測す る。覆土 は黒褐 色粘 質上であ り、遺物 は

弥生時代後期 の上器片が少量 出土 したが、それ らの 出上位 置 は比較 的溝 の南東

隅 に集 中 して出上 した。

出土遺物  54～ 56は、 いずれ も弥生 時代後期 か ら古墳時代初頭 にか けての上器で あ る。

切 合 関係  21・ 23号溝 に切 られ る。

時  期 弥生時代後期 か ら古墳時代初頭

27号溝 (遺構 図 9。 14/遺物 図21)

位   置  A-4、 B-2～ 3、 C-2～ 3グ リッ ド

検 出状況  南ゴL方向 はN-1° 一 Eに車由す腺を と り、 す竜さ9.5m、 幅 は耳ヒ狽Jで 3.5m、 南側 で 1.

4m、 深 さ約 40cmを 計測 す る。南側 は23号溝 に よる攪乱 と調査 区東壁 に よ り未確

認で はあ るが、東方 N-99° 一 Eへ屈曲 してい る もの と考 え られ る。覆土 は黒色

粘質上で あ り、溝底都 か らは古墳時代前期 の遺物が多数 出土 した。

出土遺物  57～ 68は古墳時代 前期後 半 にか けての遺物であ る。 69は 弥生時代後期 の遺物で

あ る。

切 合 関係  23・ 24号溝 に切 られ る。

時  期 古墳時代前期

(2)土 坑

1号土坑 (遺構 図15/遺物 図22)

位   置  C-12グ リッ ド

検 出状況 西壁 にかか った状 態で検 出 され た。円形プ ラン と考 え られ、上端直径推 定 1.lm、

深 さ25cmを 計測 す る。涙土 は黒色粘質上で あ り、焼土粒 子 と炭化物が検 出 され

た 。

出土 遺 物  70回転 糸切 り痕 の か わ らけで あ る。焼 土塊 小 片 2点 出土 。

切 合 関係  な し

時   期  中世

2号土坑 (遺構 図 15)

位   置  A・ B-19グ リッ ド

検 出状 況  円形 プ ラ ンを呈 し、 直径 約 65cm、 深 さ12cmを 測 る。 覆 土 は黒 褐 色粘 質 土 で あ り

2層 に分 層 され る。 両 層 か らは微 量 の焼 土粒 子 が検 出 され た。

出土 遺 物  な し

切 合 関係  6号 溝 に切 られ る。

時   期  古 墳 時代

3号土 坑 (遺構 図 15)

位    置  C-12・ 13グ リッ ド

検 出状 況  楕 円形 プ ラ ン を呈 し、 長軸 90cm、 短 軸 76、 深 さ35cmを 計 測 す る。 黒褐 色粘 質 土

の覆 土 内か らは、径 30cmの平 坦 な 自然石 と拳大 の礫 が 5～ 6点検 出 され た。

出土 遺 物  な し

切 合 関係  7号 溝 との切 合 い関係 は不 明。

時   期  不 明
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4号土坑 (遺構 図 15)

位   置  B-9 ・ 10グ リッ ド

検 出状況  東壁 に切 られて い るため全容 は不 明で あ るが現状 長軸 1.9m、 深 さ 5 cmを 計測す

る。プ ラ ンは隅丸方形 で あ る と考 え られ る。覆 上 の嗜褐色粘 質土 は約 10cm程 と

薄 く、微 量 の骨 片 と中世 の上器が出土 した。

出土遺物  骨片、土器小 片

切合 関係  5号 土坑 を切 る。

時   期  中世

5号土坑 (遺構 図 15)

位   置  B-10グ リッ ド

検 出状況 束壁 に切 られて い るため全容 は不 明で あ るが現状 直径 90cm、 深 さ36cmを 計測す

る。プ ラ ンは丸形 で あ る と考 え られ る。黒褐 色粘 質土 を基調 とし、礫 が 6点検 出

された。

出土遺物 礫 6点

切合 関係  4号 土坑・ ピッ ト9に切 られ る。

時  期 推 定 中世

6号土坑 (遺構 図16/遺物 図22)

位   置  B-11グ リッ ド

検 出状況 東壁 に切 られてい るため全容 は不 明で あるが現状 円形プ ラ ンを呈す る もの と考

え られ、径 87cm、 深 さ31cmを 計測す る。黒褐色粘 質土 を基調 とし、炭化物 。焼

上の混入が確 認 され る。拳大 の礫 が 7点検 出 され た。

出土遺物 71はど爵の後 臼歯 で あ る。他 に底部 回転糸切 り痕 のかわ らけ 1点、焼土塊 が 1点

出土。

切合 関係  な し

時  期  中世

7号土坑 (遺構 図 16)

位   置  B-17グ リッ ド

検 出状況  円形プ ラ ンを呈 し、直径約 lm、 深 さ約 16cmを 計 測 す る。

出土遺物  な し

切合 関係  ピッ ト31、  9・ 10号溝 に切 られ る。

時   期  中世以前

8号土坑 (遺構 図16/遺物 図22)

位   置  C-7・ 8グ リッ ド

検 出状況  円形プ ラ ンを呈 し、長車由110cm、 短草由92cm、 深 さ約 40cmを 計波Jす る。覆上 には焼

上が含 まれ、拳大 の礫 が 4点 、かわ らけ 2点 、土器 1点 な どが集 中 して出上 し

た。

出土遺物  72・ 73は 回転糸切 り痕 のかわ らけ、 74は ロクロ成形 に よる器種不明の上器。 そ

の他図化 は行 っていないが、土器 21点、古代 邪 4点 出土。

切合 関係  ピッ ト109。 228に切 られ る。

時   期  中世
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9号土坑 (遺構 図 16)

位   置  C-6 ・ 7グ リッ ド

検 出状況  西壁 に切 られ てい るため全容 は不 明で あ るが現状 径 125cm、 深 さ50cmを 計測す

る。 円形 プ ラ ンを呈 す る もの と考 え られ る。西壁 の土層観察 か ら径 10cm位 の礫

が 4点 と炭化物・焼 土が少量検 出 されてい る。

出土遺物  小片のため図化 は行 ってはいないが、 S字状 口縁 台付甕土器 片な ど14点 、焼土

塊 1点 出土 した。

切合 関係  な し

時  期 近世以前

10号土坑 (遺構 図 16)

位  置  BoC-14グ リッ ド

検 出状 1兄  ほぼ円形プ ラ ンを呈 し、長軸 70cm、 短車由55cm、 深 さ約 15cmを 言十狽1す る。 中には

径 7～ 8 cm、 深 さ 7 cmの ピッ トが 2基確 認 され た。

出土遺物 焼土塊 1点

切合 関係  な し

時  期 不 明

(3)井  戸 (遺構 図 17/遺物 図22)

位   置  B-19。 20グ リッ ド

検 出状況 東側 は調査対象外 で あ り未掘 削で あるが円形 プ ラ ン と考 え られ、上端直径推 定

約 2.3m、 下端 0.85m、 深 さ約 1.3mを 計測す る。覆土 はやや水分 を多 く含 む暗

褐色粘質上 で あ り、遺構下部 には径 10～ 20cmの 礫 が 10点 ほ ど検 出 された。

出土遺物  75は かわ らけ、 76は陶器製壷の体部。土器 17点 、古代邪 1点 出土。

切合 関係  な し

時   期  中世

(4)土坑墓 (遺構 図17/遺物 図22)

位   置  B-10・ 11グ リッ ド

検 出状況 西側 は一部攪乱 を受 けているが隅丸方形プ ラ ンで あ る。南北 方向長軸 1,3m、 東

西方向短車由80cm、 深 さ15cmを 測 る。遺構 中央部 に屈葬 された状 態で人骨が検 出

された。頭部 を北側 に据 え顔面 は西側 を向 く状 態 で、腕 と足 は折 り曲げてある。

1旬 吉Lに 近 い部分 に古銭 6枚力蝙 U葬 されて司おり、 さ らに脚骨近 辺 か ら 1ま 土鍋 の破

片が 1点 出上 してい る。骨 は残存 してい る脚 骨か ら頭骨 まで 150cmを 計浪1し たた

め、身長 は、 150～ 160cmほ どで あった もの と考 え られ る。性別 につ いては不 明

で ある。

出土遺物  77土鍋破 片、古銭 6点 78～ 83(78□ □元 費・ 79洪武通費・ 80永 楽通費・ 81皇 宋

通費・ 82元祐 通費・ 83聖 宋元 費 )

切合 関係  な し

時  期 中世 (16世紀代 )

(5)埋斐遺構 (遺構図17/遺物図23)

位  置  B・ C-13グ リッ ド

検 出状況 甕上部 は地表下 5 cmと 極めて浅 い部分か ら東西 に並んで 2基検 出された。
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出土遺 物

切 合 関係

時   期

掘 り方 は、東 西 方 向へ 1.7mの 繭 型 を呈 し、上 部 直径 85cm、 下部 直径 55cm、 地 表

か ら深 さ75cmを 言十浪Jす る。 両甕 と も垂 直 に設 置 され、 日縁 苦Бは ほぼ 同 レベ ル に

位 置 して い た。 両 甕 内部 に堆積 して い た黒 褐 色 土 内か らは、 空 缶・ ビニ ー ル 袋

が検 出 され て い る。また両 甕 の 内面 上 部 の厚 さ l cmほ どの付着 物 はア ンモ ニ ア、

カル シ ウム分 が 多 く合 まれ て い る。

84は 埋 甕 1・ 85は埋 甕 2。 両 甕 と も素焼 きで あ り、橙 色 を呈 す る。輪 積 み 製 法

で作 成 され 、底 部 はヘ ラで整 形 され て い る。

18号溝 を切 る。

近 代

(6)ピ ッ ト (遺構 図 5～ 9/遺 物 図24/表 1～ 7)

調査 区内 において257基の ピッ トが検 出 され、それ らは B・ C-5～ 7グ リッ ドの区 間 内

において比較 的集 中 して確 認 された。基本的 に中世段 階の ピッ トの覆土 は暗褐色粘 質 上 で

あ り、古墳時代 は黒色粘質土或 いは黒褐色粘 質上 で あ る。確 認 された ピッ トは建物・ 概 列

な どの構 造物 を構 成 していた可能性 も考 え られ るが、調査範 囲が 限定 され全体像 を捉 え ら

れなか ったため、すべ て ピッ トとして扱 う。 なお一覧表 にまとめ ここに報告す る。

ピッ トにお け る出土遺物 は、何 れ もピッ トが集 中す る B・ C-5～ 7グ リッ ドに多 く見

られた。ピッ ト52・ 57・ 146・ 218で 出上 した、87・ 88・ 90・ 95の かわ らけは、底部 に回転 糸

切 り痕 が見 られ る。 90の かわ らけは 日縁吉臣に炭化物 が付着 してお り、灯明皿 として使 用 さ

れていた もの と考 え られ る。ピッ ト161・ 166か らは、91・ 92の 陶器が出上 した。ピッ ト210・

219か ら出土 した、93・ 94の 砥石 は何 れ も輝石 安 山岩 製 で あ り、対極 す る二面 に使用痕 が確

認 され る。 ピッ ト220で確 認 された、 96の 茶 臼 (上 臼)は、播 目の磨耗 が著 しい。

(7)遺物 (遺物 図24)

遺構 に伴 う遺物 は、各遺構部分 において記述 した。 ここで は、遺構外 か ら出土 した遺 物

につ いて記載す る。

遺構外遺物 の多 くは、 ピッ トが多数確 認 され た、 BoC-5～ 7グ リッ ドの区域 か ら検

出 された。特 にこの区域 の古墳時代 の黒色粘質上の堆積 層か らは102～ 105の S字状 口縁 台

付甕の破 片 な ど、古墳時代前期 の遺物が多数確 認 され た。さらに B-6グ リッ ドで は、106

～111の 6枚の北 宋銭 な ど中国か らの渡来銭 が、一 箇所 か らまとまって出土 してい る。
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ピット観察一覧

番 号 位置 形 状 長 径 短 径 itt ё 土 層 観 察 出土遺物 切合い関係・備考

1 A-13 半 円 l黒色粘質土 黄色土粒子少量、しまる 調査区司ヒ壁 に切 られ る

2 A-14 楕 円 l黒色粘質土 黄色土微粒子微量、ややしまる

3 B― ユ] 円 L 12 l黒色粘質土 炭化物・焼土微量、ややしまる

4 B-11 円 15 1暗褐色粘質上 しまる

5 B-1ユ 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、ややしまる

6 B-1〕 円 2( l

1嗜褐色粘質土 炭化物,焼土微量、しまる

2暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、ややゆるい
土器、礫

7 B-11 円

l暗褐色粘質土 炭化物少量、責色土少量、しまる

2黒責褐色粘質上 責色土粒子やや多く合む、しまる

3黒褐色粘質土 焼土微量、責色土少量合む、しまる

土器小片 (時期不明 )

8 B-10 桔 円 授 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、ややしまる 古墳時代土器片 3点

9 B-10 半 円 1〔 I 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、ややしまる
5号土坑 を切 る

調査 区東壁 に切 られ る

B-11 円 2`
1暗褐色粘質土 ややしまる

2黒色粘質土 赤責色土少量部分的に合む、しまる
かわら1す 日縁部2点 攪舌しに切 られ る

ll B-10 円 k 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、部分的に黄色土少量、ややしまる

12 B-9 円 世 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土徴量、ややゆるい 内耳鍋 1点

B-9 円 1暗褐色粘質土 娩土微量、責色土微量、しまる

14 B-8 円
1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、責色土微粒子微量、ややしまる

2黒褐色粘質土

15 B-8 円 1〔 【 1黒色粘質土 責色土少量、しまる

B-8 円 14 1暗異褐色粘質土 焼土微量、責色土微量、しまる

17 C-11 惰円 r 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、しまる

B-11 円 1黒褐色粘質土 貢色上粒子多く合む、粒子密、しまる

19 C-11 円 I 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、黄色土粒子少量、しまる

C-11 円
1暗褐色粘質土 炭化物・焼上少量、黄色土ブロノク1点、粒子細かくややしまる

2暗褐色粘質± 1層 より濃い色、炭化物・焼土微量、やや粒子粗くしまる

B-21 円 1( エレベーション

B-21 円 エレベーション

B-21 円 エレベーション

B-21 円 1: エレベ ーンヨン ピノト25との切合い関係不明

B-2ユ 円 1( エレベ ーンコン ピット24との切合い関係不明

B-21 円 1【 エレベ ーンヨン

B-21 惰円

B-14 円 l〔 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、しまる

B-18 円 1暗褐色粘質上 炭化物・焼土少量、粒子密、しまる

B-18 円 1〔 1黒色粘質土 焼土微量、しまる

B-18 円 1褐色土 ややゆるい 炭化物・ブドウの根など混入(近代) 7号上坑を切る

B-17 円 と,

B-2 円 ユ 1暗褐色粘質土 焼土微 量、粒子やや粗くややゆるい

B-2 円 ユ 1暗褐色粘質土 炭化物微量、ややしまる

B-2 円 1 1暗褐色粘質土 径 8 cm石 1点、粒子密しまる

B-3 円 ユ
1褐色粘質上 ややしまる

2暗褐色粘質土 焼土少量、責色土粒子少量、しまる
古墳時代土器 1点

B-3 円 ユ 1黒褐色粘質土 粒子粗 くゆるい 木片 1点

B-3 桔 円
1暗褐色粘質土 焼土微量、粒子粗い ややゆるい

2褐色粘質土 黄色土微量、粒子やや粗いがしまる

B-3 惰 円 7 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、粒子密しまる 辱 底部

B-4 楕 円
1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、粒子細いがややゆるい

2黒褐色粘質土 責色土少量、ややゆるい
26号溝を切る

B-lC 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土やや多い、しまる 古墳時代土器 1点

B-1〔 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、黄色土粒子やや多くしまる

B-1〔 円 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土少量、粒子密、しまる 古墳時代土器 2点

B-1( 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、粒子密、しまる 古墳Π手代土器 1点

B-1` 惰 円 1黒褐色粘質土 責色土粒子やや多く粒子密、しまる
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ビット観察一覧

番 号 位 置 形状 長径 短 径 朱 さ 土 層 観 察 出土遺物 切合 い関係・備考

B-14 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量 、粒子やや細かくややしまる

C-14 円 1黒褐色粘質土 炭化物・焼 土微量、ややしまる

B一 ユ 円 1黒色粘質土 炭化物・焼土微量、黄色土粒子多く密、しまる

A-1〔 楕 円 エレベーション 10号溝を切る

C-9 円 It 11 1黒褐色粘質土 焼土微量、しまる

B-9 円 15 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土徴量、責色土粒子微量、しまる 土器 1点 攪 乱 に切 られ る

B-6 円
1暗褐色粘質上 炭化物・焼土微量、黄色上粒子やや多くしまる

2黒褐色粘質土 粒子やや粗くややゆるい
かわらけ

B-6 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼 土少量、やや ゆるい 22号溝 を切 る

B-5 惰円 J 1暗褐色粘質土 炭化物・焼上少量、責色土粒子少量、粒子やや粗くややゆるい 土器

B-5 円 J 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、粒子粗 くゆるい 古墳時代土器2点

B-5 円 17 1暗褐色粘質上 炭化物・焼土微量、粒子やや粗くゆるい

B-5 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、粒子やや粗くややしまる かわらけ3点 ピット58に切られる

B-5 椿 円 と 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、粒子やや粗くややしまる 土器 1点 ピット57を切る

B-4 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、粒子細かくややしまる

B-5 桔 円 4 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、粒子やや粗くややしまる

B-5 円 17 1 1暗褐色粘質上 炭化物・焼土微量、責色土粒子少量、粒子細かいがややゆるい

B-5 円 1褐色土 炭化物・焼土微量、ややゆるい

B-5 円 l嗜褐色粘質土 粒子粗くゆるい 土器片 25号溝を切る 中世

B-5 楕 円 l暗褐色粘質土 炭化物。焼上微量、責色土粒子微量、粒子密、しまる かわらけ3点 26号溝 を切 る 中世

B-4 円 23 1褐色土 炭化物微量、ややゆるい 25号溝 を切 る 中世

A-18 円 15 13 15 3 エレベーション

C-8 円 13 20 エレベ ーション

C-8 円

C-9 円 エレベーション 土師器 1点

B-8 惰 円 エレベーション 暗渠に切られる

71 B-8 半桔円 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、ブロ/ク状に割れる、ややしまる 古墳時代土器 2点 暗渠 に切 られ る

B-8 円

1黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、しまる

2黒色粘質土 ややゆるい

3黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、黄色土粒子少量、しまる

4黄黒褐色粘質土 黄色上粒子多くややゆるい

B-8 円 2( 1ち 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、責色上微粒子微量、しまる

7J B-7 惰 円 11
1黒褐色粘質上 炭化物・焼土微量、責色上微粒子微量、しまり強

2黒色粘質土 炭化物・焼土微量、責色土粒子やや多くややゆるい

B-7 円
1黒褐色粘質土 炭化物・焼土少量、黄色土少量、ややゆるい

2黒褐色粘質± 1層と類似するがしまる

B-8 円 11 1黒褐色粘質土 黄色土粒子やや多くしまる

B-7 円 1暗褐色粘質土 焼土微量、貢色土微粒子微量、しまる ピット204に切られる

B-7 円 2 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、責色土粒子少量、粒子粗いがしまる ピット79との切合い関係不明

B-7 円 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、黄色土粒子少量、粒子粗いがしまる
ピット80を 切る

ピント78との切合い関係不明

B-7 円 11
1黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、黄色上粒子少量、粒子粗いがしまる

2暗褐色粘質土 粒子密、ややゆるい
ピット79に切られる

C-7

長楕円
1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、粒子やや密、しまる

2黒褐色粘質上 粒子やや粗くゆるい
土器 1点

ピット82との切合い関係不明

ピント81との切谷い関係不明

ピット218と pit219を 切るC-7

B-7 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、責色土粒子少量、しまる

C-7 惰 円 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、責色上粒子少量、しまる ピット85に切られる

C-7 円 I 15 1暗褐色粘質土 焼上微量、やや粒子粗くややゆるい ピット84を 切る

C-11 円 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、責色土微量、ややしまる

C― ■ 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、ややしまる

C-9 円 1黒褐色粘質土 炭化物。娩土微量、黄色土微粒子微量、しまる

C-1( 円 15 1黒褐色粘質土 炭化物・娩土微量、黄色土微粒子少量、しまる

C-10 円 1黒褐色粘質土 炭化物微量、責色土粒子多くしまる

C-10 円 1黒褐色粘質土 炭化物・焼 土微量、責色土少量、ややしまる
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ビッ ト観察一覧

番 号 位 置 形状 長 径 Cぞ ,朱 さ 土 層 観 察 出土遺物 切合い関係・備考

B一 ユ 円 ユ l エレベーション

C-1 円
1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、しまり強

2黒褐色粘質土 ややゆるい
土鍋破 片 1点 中世

C-1( 円 15 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、黄色土少量、やや密、しまる

B-1( 円 31
1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、ややしまる

2黒褐色粘質土 ややゆるい

B-1( 円 9 1責黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、黄色土やや多くしまり密(黒色上下層)

C-7 円 2〔 1暗褐色土 炭化物微量、粒 子非常に粗くゆるい

B-7 円 1褐色土 炭化物・焼土微量 ややゆるい 五弁葉紋染付磁器 近 世

B-6 円 3
1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、責色土粒子微量、しまる

2暗黄黒褐色粘質土 黄色土粒子多くしまる

B-6 円 15 7 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、責色上微粒子微量、ややゆるい ビント105と の切合い関係不明

B-6 円 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、責色土粒子少量、ややしまる

C-6 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼上、焼上塊 多く合む、しまる 土器小片 2～ 3点

B-6 円 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、黄色土粒子やや多く粒子やや粗いがしまる

B-6 円 1暗褐色粘質土 焼土少量、黄色土粒子やや多くしまる

B-6 円 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、黄色土微粒 子微量、ややゆるい

C-6 円 1褐色土 粒子粗くゆるい

C-6 円

1暗褐色粘質土 炭化物・焼土・焼土塊やや多くしまる

2黒褐色粘質土 炭化物・焼土少量、ややゆるい

3黒褐色粘質土 焼土少量、責色土粒子少量、ややしまる

古墳時代土器 1点

B-6 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、黄色土微粒子、しまる

C-7 円 1褐色土 炭化物微量、やや ゆるラ

B-7 惰 円 1黒褐色粘質土 炭化物微量、責色土微粒子少量、しまる 古墳時代土器 1点

C-7 楕 円 1嗜褐色粘質土 炭化物・焼土微量、粒子やや粗いがしまる 古墳時代土器2点 ピット210に切られる

C-7 円 1黒褐色粘質土 炭化物・娩土少量、責色土粒子少量、しまる 古墳時代土器3点 、焼土塊

B-7 円 11 1暴褐色粘質土 炭化物・焼土微量、貢色土粒子微 量、しまる 内耳 日縁 ?中 世

B-7 円

1 黒褐色粘質土 粒子密だがややゆるい

暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、黄色土やや 多く合む、ややしまる

黒色粘質土 ややゆるい3

かわらけ

B-7 円
1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、粒子密しまる

2黒色粘質土 粒子やや粗くややゆるい

古墳時代土器5点

かわらけ日縁部

B-7 1具褐色粘質土 炭化物・焼土微量、粒子密しまる、上面に割り石 1点

117 C-9 半 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、ややしまる

C-9 半楕円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、ややしまる

B-6 円 1褐色土 焼土微量、粒子細かくゆるヤ

B-6 円 1黒褐色粘質上 炭化物・焼土少量、責色土微粒子微量、ややしまる

B-6 円 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土少量、粒子やや粗 くやや しまる 古墳時代 土器 1点

B-6 円 1暗褐色粘質土 炭化物。娩土少量、黄色土微粒子少量、粒子やや粗くややしまる かわらけ 1点、上器 2点

B-6 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼上少量、責色土微粒子少量、粒子やや粗くやや しまる

B-6 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、黄色土粒子少量、粒子やや粗くややしまる

B-6 円 3 1暗褐色粘質土 焼土微量、粒子密、ややゆるい 土器 1点

B-6 円 I

1黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、責色土微粒子少量、しまる

2黒色粘質土 焼土微量、ややしまる

B-6 惰 円 13 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、黄色土粒 子少量、ややしまる かわ らけ・ 土器

B-6 円 15 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、責色土ブロック少量、ややゆるい

B-6 円
1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、黄色土微粒子多くしまる

2暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、ややゆるい

B-6 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、責色土微粒子微量、しまる

B-6 円 1黒色粘質土 焼土微量、ややゆるセ

B-6 惰 円 1黒褐色粘質上 炭化物・焼土少量、責色土微粒子少量、しまる

B-6 惰 円
1黒褐色粘質土 炭化物・焼土少量、責色土微粒子少量、しまる

2暗褐色粘質土 焼土微量、ややゆるい
古墳時代壷片1点

B-5 円 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、粒子やや粗くやや しまる
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ビッ ト観察一覧

番号 位 置 形 状 長径 短 径 i条 さ 土 層 祝 察 出土遺物 切合い関係・備考

C-6 半 円 1暗褐色粘質土 炭化物・娩 土微量、責色土粒子少量、しまる

B-6 惰 円 1黒褐色粘質土 炭化物少量、責赤褐色土粒子やや多い、粒子やや粗 くしまる かわらけ 3点

B-6 円 18

B-6 楕 円

B-7 円 と暗褐色粘質土 炭化物・焼 土少量、ゆるい

B-7 惰円 1黒褐色粘質土 炭化物。焼土微量、黄色土微粒子微量、しまる 古墳時代土器 2点

B-6 円 1黒褐色粘質土 焼土微 量、やや ゆるい

B-5 円 8 1黒褐色粘質上 炭化物・焼 土少量、責色土粒子少量、しまる

C-6 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、責色土粒子微量、しまる 古墳時代上器 2点

C-5 円 l褐色土 粒子粗くゆるい

B-6 橋 円 エレベーション

B-5 椿 円
1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、責色土微粒子少量、粒子やや細かくしまる

2黒褐色粘質土 黄色土粒子少量、粒子やや粗くややゆるい
土器

B-3 円 11 1黒色粘質上 炭化物・焼 上微量、粒子細かく密、しまる

B-5 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、黄色土微粒子微量、ややしまる

B-5 円 1暗褐色粘質土 焼 土微量、責色上粒子少量、しまる

B-5 円 1黒褐色粘質土 焼土少量、黄色土粒子少量、しまる

C-4 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、ややゆるい 〕6号溝 を切 る

B-4 円 1褐色粘質土 炭化物微量、粒子粗くゆるい 不 1点 〕4号溝を切る

B-3 円 1 l暗褐色粘質土 粒子粗くゆるい 土器 1点

A-3 円 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、黄色土粒子少量、しまる

C-8 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、粒子密、しまる 古墳時代土器 1点

B-5 半 円

1黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、しまる

2黒色井占質土 ややしまる

3責黒褐色粘質土 黄色土粒子多く、しまる

古墳時代上器 1点 !6号 溝を切る

C-5 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、黄色土微粒子微量、しまる

2黒褐色粘質土 焼土微量、ややゆるい

3灰責褐色粘質土 責色土多い、地山 ?

ビット158

ピット157B-5 惰 円

C-5 円

1褐色土 焼上微量、ややしまる

2暗褐色土 焼土微量、黄色土粒子微量、ややしまる

3暗褐色粘質土 炭化物少量、責色土粒子微量、ややゆるヽ

C-5 円

1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、責色土粒子微量、ややしまる

2黒褐色オ占質土 ややゆるい

3暗褐色粘質土 炭化物微量、黄色土微粒子少量、粒子密、しまる

4暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、黄色土微粒子微量、しまる

5責褐色オ占質土 地山

C-4 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、ややしまる 天 目茶硫底部、土器 4点 23号溝 を切 る

B-3 円 エレベ ーンヨン 24号溝 を切 る

B-6 惰円
1黒褐色粘質土 炭化物。焼土少量、貢色土粒子やや多くしまる

2暗褐色粘質土 炭化物・焼土粒子微量、責色微粒子少量、ややしまる

内耳土器 1点 、

瀬戸美濃系陶器
中世

B-4 円 エレベーション

B-4 円 エレベ ーンヨン 26号溝を切る

B-6 円 エレベーション 的器 (瀬戸)日 縁部 ビノト168と の切合い関係不明

C-5 円 1 ユ

B-6 不定円 エレベ ーンヨン ピット166と の切合い関係不明

B-5 円 エレベ ーション

B-6 円 1 エレベ ーンヨン

171 B-5 円 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土少量、責褐色土粒子少量、ややしまる 31号薄 に切 られ る

B-5 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、黄褐色土粒子少量、しまる 21号溝に切られる

B-5 円 1 1黒褐色粘質土 炭化物少量、粒子やや粗くゆるい
ビント176との切合い関係不明

21号溝に切られる

B-5 円 1黒褐色粘質土 炭化物微量、粒子やや粗くやや しまる 31号 溝 に切 られ る

B-6 円 エレベーション

B-5 円 1黒褐色粘質上 炭化物少量、粒子やや粗くゆるい
ピント173との切合い関係不明

21号溝に切られる
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ピッ ト観察一覧
番号 位 置 形状 長径 豆ぞ i条 さ 土 層 観 察 出土遺物 切合 い関係・備考

B-5 惰 円

1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、黄色土微粒子少量、しまる

2黒褐色粘質土 焼土微量、黄色土粒子少量、粒子やや粗くややしまる

3黄暗褐色粘質土 責色上粒子やや多く、ややゆるい

縄文土器 2点 25号 溝 を切 る

C-5 半 円 1: 6黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、粒子やや粗くゆるい

B-7 円 エレベーション

B-7 円 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、粒子細かくしまる

B-6 円 1 1時褐色粘質土 炭化物・焼土少量、粒子やや細かくしまる

B-6 円 2 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、粒子やや細かくしまる

B-6 円 1暗褐色粘質土 炭化物少量、責色上粒子少量、しまる

B-6 円 11 1黒褐色粘質土 責色土粒子、やや しまる

B-6 円 1暗褐色粘質上 炭化物・焼上微量、しまる

B-6 円 1暗褐色粘質土 炭化物 。焼上微量、責色土粒子微量、ややしまる ピット145を 切る

B-6 半 円
1黒褐色粘質土 炭化物微量、責赤褐色土粒子少量、しまる

2黒褐色粘質上 責赤褐色土粒子少量、ゆるい
土器 1点

ピット188に切られる

ピット114を 切る

B-6 半 円 1黒褐色粘質土 炭化物微量、責赤褐色土粒子少量、しまる ピント114と き/卜 187を切る

B-6 円 2〔 I 1黒褐色粘質上 炭化物微量、黄赤褐色土粒子やや多くややしまる

B-7 円 ll 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土少量、黄色土粒子やや多くややしまる ピット110を 切る

B-6 円 エレベ ーンヨン ピノト192との切合い関係不明

B-6 円 エレベーション ピント191との切合い関係不明

C-6 円

1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、黄色土微粒子微量、しまる

2暗褐色粘質土 炭化物・焼上微量、ややゆるい

3暗黄赤褐色粘質土 炭化物微量、責赤褐色土粒子多い、しまる

B-5 楕 円

1暗褐色粘質上 炭化物・焼土微量、責色上微粒子微量、しまる

2暗褐色粘質土 焼土微量、ややゆるい

3暗黒褐色粘質土 責色土粒子少量、ややしまる

かわ らけ 日縁 1点・

土器 1点

C-6 楕 円

1黒褐色粘質土 炭化物・焼土微量、赤褐色土ブロノク少量、しまる

2黒褐色粘質土 粒子やや粗くゆるい

3 地 山

自然石 2点

B-6 楕 円 1

1黒褐色粘質土 焼上微量、赤褐色土少量、しまる

2黄色土粒子少量、粒子やや粗くゆるい

B-6 惰 円 1黒褐色粘質上 炭化物・焼土微量、責赤褐色土微粒子やや多くしまる

C-6 楕 円 1〔 1暗褐色粘質土 炭化物・焼土微量、責色土微粒子少量、しまる

B-6 桔 円 1黒褐色粘質土 焼土微量、責色土微粒子少量、しまる

B-6 楕 円

1暗褐色粘質土 炭化物微量、責褐色土粒子微量、しまる

2黒褐色粘質土 炭化物微量、黄褐色土粒子少量、しまる

3黒褐色粘質土 ややゆるい

砥石 1点

C-6 円
1黒褐色粘質上 炭化物・焼土微量、責色土微粒子微量、ややしまる

2黒褐色粘質上 黄色土粒子やや多い、粒子粗くややゆるい
ピット220に切られる

C-6 円 エレベーション ピット220と の切合い関係不明

C-6 円 1黒褐色粘質土 ややしまる ピット135を 切る

B-7 円 1黒褐色粘質土 焼上微量、責色土微粒子微畳、ややしまる ビット77を 切る

B-7 円 1黒褐色粘質土 焼土微量、ややゆるい

B-7 円 7 1黒褐色粘質土 焼土微量、ややゆるい

A-1〔 半 円 10号溝を切る

B-5 椿 円 2 1黒褐色粘質土 焼土微量、黄色土微粒子微量、ややしまる 22号溝 を切 る

B-7 円 1黒褐色粘質土 焼上少量、黄褐色土微粒子少量、粒子やや粗くややゆるい

C-7 円 1黒褐色粘質土 焼土微量、ややしまる ほ石 ピット111を 切る

B-7 円 1黒褐色粘質土 焼土微量、赤褐色土少量、粒子やや粗くややしまる

B-6 惰円 1黒褐色粘質土 炭化物・焼土少量、黄赤褐色土粒子少量、ややゆるい

C-6 円 1黒褐色粘質土 炭化物・娩上少量、黄赤褐色土粒子少量、ややしまる 21号濤 に切 られ る

B-6 円 1黒褐色粘質上 焼土微量、ややしまる

B-6 円 1黒色粘質上 炭化物。焼土微量、責色土粒子少量、ややしまる

B-5 円

1黒褐色粘質土 炭化物・焼土少量、赤褐色土粒子少量、しまる

2黒褐色粘質土 炭化物、焼土やや多い、粒子やや粗くややゆるい

3暗褐色粘質土 焼土微量、しまる

土器 2点
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ピット観察一覧

番 号 位 置 形状 長径 C径 深 さ 土 層 観 察 出土遺物 切合い関係・備考

B-6 楕 円 エレベーション

C-7 円 エレベ ーンヨン かわらけ
どノト219との切合い関係不明

どノト81とビット821こ切られる

C-7 円 エレベーション 砥石
どノト218との切合い関係不明

ビノト81とビット821こ切られる

C-6 円 エレベ ーンヨン 茶 臼
ビント201を切る

ピット202との切合い関係不明

B-6 円 エレベ ーンヨン

222 C-7 円 エレベ ーンヨン ビット231を 切る

C-5 円 ユ

C-6 円 1 V

B-6 不定形

B-6 不定形

C-7 不定形

C-7 円 8号土坑 を切 る

C-7 円 ?

C-7 半円 ?

C-7 円 ? ピット222に 切られる

C-6 円 ? ■ 8

B-7 円

B-7 円

235 B-7 円

B-7 円

A-7 円

B-10 円 ? 蓼 調査区東壁 に切 られ る

D-8 円

D-8 惰 円

D-9 円 1〔

D-9 円

D-9 円

D-10 袴円 11

D-10 円 14 7

D― 円

D― 円 1

D― 円

D― 円

D― 円

D― 半惰円 覺乱 に切 られ る

D― 半 円 調査区西壁に切られる

D― 半楕円 調査区東壁に切られる

D-2( 円 2号溝を切る

D一ユ 半 円

B-6 円 きント121との切合い関係不明

257 D-1, 円
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2号溝・4号溝

1暗 褐 色 土

本の根多くややゆるい。

2晴 茶 褐 色 土

缶等近代の物も含む、ややゆるい。

3晴 褐色粘質土

炭化物・焼土微量、粒子やや粗くややしまる。

4暗褐色粘質土

焼土微量、粒子密よくしまる。(2号湾)

5暗茶褐色粘質土

皮イヒ物・焼土少量、粒子密ややしまる。(ビ ット253)

6黒 掲色粘質土

炭化物・焼土微量、黄赤褐色土微粒子少量

含む。粒子極めて細かくよくしまる。

上師器出土。(4号溝)

縮少 674%                  ―

十

]号 トレンチ

+

2号土坑

― l

6号溝

1黒色粘質土 黄色土微量、しまる。

5号溝

▲
与

▲帥

5号溝

I黒 色 粘 質 土 焼土微量、土師器少量出土

粘性強くややしまる。
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25号溝

旦.   ・堅2mOm
ヤ

2

25号溝

1.晴 褐色粘質土 炭イヒ物・焼土少霊、ややゆるい。(ビツト65)

2黒 褐色礫賢土 礫上面に多し、炭イヒ物・焼土微量、黄色土微粒子少量、

ややしまる。

24号溝

24号 溝

1.黒 褐色粘質土 黄色土微粒子やや夢し、しまる。

2.黒 黄色礫質土 傑多く含む、しまる。

3.黄晴褐色粘質土 索色土微粒子少量、砂分少量、しまる。
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色

色褐

褐

茶

皓

皓

Ａ

一
3茶褐 色 粘質 士

4階 褐 色 粘質 土

5暗茶褐色粘質土

表土

炭化物少量、ゆるい。

2層とのFeBに 炭化物多重、ビニール

袋等倉む。やや粘性強くしまる。

炭化物微量、土器片含む。若千粘性

ありしまる。
炭化物・焼土微重、黄赤褐色上の微

粒子やや多く、粒子細かくしまる。

(中世の溝)
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○未掲載遺物

。かわらけ・土製品 ■陶器

Ｏ
Ｅ

⑬
■
∞
田

26

22ア

警
― i9

３

「

〃

２

15号溝―括出土遺物

紗褐
0             (1:40)           2m

(竜橋・セクションのみ )

図 10 14号・ 15号溝出上遺物位置

▲骨
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ー

20号溝

l暗黒褐色粘質土

2晴 褐色粘質土

3暗黄褐色粘質土

4暗黄掲色粘質土

黄褐色土微粒子やや多く含む。しまる。

黄褐色土微粒子微量含む。しまる。

黄褐色粒子多く含む。しまる。

黄褐色土粒子多く含む。しまる。

●掲 載 遺 物

O未掲載遺物

(遺構・セクシヨン )

図 11 20号溝出土遺物位置及びセクション
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ノ

４０

下Ⅲ 32

111

と`2590m

。かわらけ・土製品

B陶器

▲須恵器

①未掲載遺物

0           (■ 40)         2m

I_略褐色粘軍土

炭化物・焼土微量、粒子はやや組かい、ややしまる。

I酪 .セクシヨンの力)

図 12 23号溝出土遺!物位置及びセクシヨン
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24号溝―括出土遺物

24号 溝

25号 溝

。掲 載 遺 物

O未掲載遺物

0          (1l oo)         4m
i

(遺糖のみ)

《 鯉 0

膨フ

図 13 24号・ 25号溝出土遺物位置

綬
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69

6S

汁

ジ 冤
●掲載遺物   。未掲載遺物

0           (189)          2m

(還構のみ)

図 14

27号溝―括出土遺物

V
58

6千

∝
翰
　
十

紗 紀

⑨

＼

モ琶ξ::::59

0聯
54

プて電配
26号・ 27号溝出上遺物位置
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Ａ

一

1号 土坑

1褐  色  土

炭化物・近代陶器を含む耕作土、粒子細かくややゆるい。

2暗 褐 色 土

炭イヒ物・焼土粒子微量、粒子細かくややしまる。

3黒 色 粘 質土

黄色土微粒子微量、遺物含む、粘性ありしまる。

8号 土坑

1黒褐色粘質土

焼土粒子微量、黄色土微粒子微量、粘性強くしまる。

イ び

Ａ
一

Ａ

一

2号 土坑

パ
一

△2582m

1婚褐色土 赤掲色 (焼土)粒子微量、粒子細かくしまる。

2階褐色土 焼土微量、粒子やや粘性あり、ややしまる。

5号土 坑4号土坑

I褐  色  土

2暗褐 色 粘質 土

3黒褐 色 粘質 土

4暗褐 色粘 質 土

5黒褐 色 粘 質土

6皓褐 色粘質 土

7暗褐 色粘 質 土

8黒掲 色 粘質 上

■2593m

表土

炭I笞物・焼土少量、粒子はやや細かい、ややしまる。

露 し賜名獲ごヨ曽よ f詔軍藍記拌笙薬竺設 糞 聡 達 誕 、2層より析 細かく、ややしまる。

炭化物・焼土微量、黄赤褐色土プロツク微量、粒子細かくややしまる。 (ピ ット9)

炭化物・焼土微量、黒褐色上分やや多し、粒子細かくややしまる。

炭1と M・ 焼上微量、ややしまる。

黄色上やや多し、ややしまる。

1号 ～ 5号 土坑

-38-
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6号 土 坑
ノ
ぐ
か
≠
／

Ａ
一

Ａ

一

7号 土

1褐  色  土

2黒褐色粘質土

3贈褐色粘質土

4黒褐色粘質土

5黒褐色粘質土

8号 土 坑

炭化物・暁土少量、

票褐色上分やや多し

炭化物・焼土微量

2層 と類似するが、

炭化物・焼土少量、

羮赤褐色土微粒子少量、粒子密しまる。

、粒子細かくややしまる。

やや庚化物・焼土多く見られる。

こぶし大礫 7点、ややしまる。

ゝ 還

EEll

A′

EE I

・▲2588m

表土

1暗褐色粘質土

炭イЪ物・焼土少量、黄秀褐色微粒子少霊、粒子細かくややしよる。

2黒褐色粘質土

炭化物・焼土微量、策色土粒子少量、粒子やや粗くややゆるい。

Δ     嶋 飾

I黒褐色粘質土 黄色土粒子多くしまる。

9号 土 坑

とぶし大礫 4点、炭化物・焼土少量、粒子粗くゆるい。
炭化物・焼■少量、黄色微粒子微量、粒子やや粗いがしまる。

日し杉i撥目景落書讐ぞ掌手堂|:§曽,♀路馳 倉働

10号 土 坑

1暗褐色粘質土 炭化物・焼土少量、黄色土微粒子微量、

しまる。

1攪    乱

2黒 褐 色 土

3皓褐色粘賃上

4陪褐色粘質土

5黒 色 粘 質土

6黒掲色粘質土

図 16 6号 ～ 10号土坑
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土坑墓

③

◎ 
°
 ○

③  PC

1褐  色  と

e暗 褐 色 粘 質 ■

9暗黄黒色粘質土

4晴黒褐色粘質土

5黒 褐 色 粘質 ■

6階 褐 色 粘質 土

フ 晴黒褐色粘質土

g鰭黄褐色猫質■

g暗黄福色粘質主

10暗黒樹色粘質■

11黄褐 色 粘質 ■

12晴黒褐色粘質■

,9黄灰褐色粘質土

14黒  色  土

埋 甕

皮化物 燒■粒子微量、■器片少二、粘佳若干あり、

ややしまる。

炭化物・焼土微と、黄色土粒子多く含む、砂分微4、

しまり強い。

茨化物 焼主彼量、黄色土微粒子微■、黒色粘土分

多く粘性強い、しより強。

炭化物 燒■微と、策色土微粒子少4、 しまり強い。

策色土粒子少二、砂分微Д、F■子細かくしまる。

炭化夕・境土微a、 粒子細かくしまる。

黄色土がブロック状に入る、ややしまる。

波化物微二、黄色土粒子多く含む、粒子は細かい、

ややゆるい。

炭化物・焼土微4、 砂分微■、しまる。

黄色上をブロック状に多く含む、ややゆるい。

黄色土彼二、ややゆるい。

葵色上と褐色上が交互に斜め方向に堆穣する、ややゆるい。

土器 i点、礫含む、粒子荒くゆるい。

1,

1)>

埋甕 2

2m7m△
EEll A EEli

Ｂ
一

I〕
):

埋萎 ]

CDi
凌
Ｂ
一

―
ｌ
ω
Ы∞
∋ヽ

図 17井 戸、土坑 墓、埋 甕

ビ屋
駕

９ヽ
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4号溝

10号溝

驚

2

千3号溝

/冒

20号溝

＼
18号 清

i3

、20号溝 (10～ 14)出 土遺物

i千

図 18 4号溝(IX5号 溝 (2・ 3)、 10号溝 (4・ 5)、 13号清 (6～ 8)、 18号溝 (9)
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導

14号溝

26

鱗

繊48

π

可
23

悦
‐院
‰
％

時

図 19 14号溝 (15～ 27)、

0     (卜 2)    8on
(26～ 28)―

― ―

o        (li3)      108m

15号溝 (28～ 31)出土遺物

さ 評

耳

16
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32

＼
＼引

電

蝉  84

れ
）

〕
Ｉ
一ィ

以

畑

薄

《 樫 0

攀

ャ

嘔
々

一
　

】

二 ―
/― 《軍

汁
二
畿

腰ソ

24号 溝

26号 溝

図 2023号溝 (32～ 42)、 24号溝 (43～ 50)、 25号清 (51～ 53)、 26号溝 (54～ 56)出土遺物

ヲ 考
(424849)性

~廿 型 二 十
~判

25号溝
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65
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69
|

66お＼
｀
!

C(終
＼



8号土坑
1号土坑

苺

予 ―
停

74

―

120

鬱

Ｔ

６

円

郷

７土 坑 墓

0       (113)     100n

陶 判 o

図 22 1号土坑 (70)、 6号土坑 (71)、 8号土坑 (72～ 74)、 井戸 (75・ 76)、 上坑墓 (77～ 83)出土遺物

6号土坑
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埋
審

1 
回
縁
部
拡
大

―等―

や　十　　　一

‐

手
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｀
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図
23 

埋
甕

-1(84)、
埋

甕
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土
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ピット|13

88

甥将□
為
周
円
甲
□

ピット210

□
‐

100
B-6グ リッド

童

ピ グ

４

　

ト

‐０

　

ツ

←―――引   D
ピット161

ー9Cl

ピット166

ピットP19         95

浦 酬
0      (● 3)    1 0cm

ッド、調査区一括出土遺物

ル/     べ

C-11グ リッド

B-6グ リッド

日-3グリッド

B-6グ リッド

B-7グ リッド

日-7グリッド

図 24
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出
土

遺
物

観
察

表

― 高 ―

残
存

値
( 
)

番
号

図
写

秦
出

上
位

置
種

別
・

器
種

法
  
  
 

量
(c
m)

部
位

親
察
所
見

土
色
 

調
備
  

考

日
径

底
径

器
高

(調
整
・

文
様
・

そ
の
他

)

1
l〔

4号
溝

土
器

高
不

不
部

密
 (
赤

色
粒

子
、

金
雲

母
、

石
英

、
長

石
)

鈍
い
橙

7 
5Y
R7
/4

2
5号

溝
上

器
 

董
(1
32
)

日
縁

部
ケヽ

ロ
・

ヘ
ラ
の

ち
ナ
デ

指
頭

痕
密
 (
赤

色
粒

子
)

鈍
い
橙

7 
5Y
R7
/4

3
5号

澪
土
器
 
甕

同
部

ケヽ
ロ

密
 (
白

色
、

赤
色

粒
子

、
金

_4
母

砂
粒

子
)

明
褐

色
7 
5Y
R5
/6

4
8

10
号
溝

土
器

指
鉢

日
縁

部
ロ
ク
ロ
成
形
 

内
面
櫛

目
5条

や
や

召
褐
灰
色

10
YR
5/
1

5
8

10
号

溝
土

器
 

か
わ

ら
け

(7
0)

底
部

ロ
ク
ロ
成
形
 
底
部

回
転
糸
切

り
や

や
密
 (
赤

色
粒

子
、

金
雲

母
、

長
石

)
鈍
い
橙

7 
5Y
R6
/4

6
8

13
号

溝
土

器
 

高
不

(1
45
)

日
縁

部
ナ

デ
密
 (
赤

色
粒

子
・

白
色

粒
子

少
量

)
橙

7 
5Y
R7
6/
6

7
8

13
号

溝
土

器
 

壷
底

部
～

胴
部

ヘ
ラ
ナ
デ
の

ち
ナ
デ

ち
密
 (
赤

色
粒

子
)

橙
7 
5Y
R7
6/
6

8
8

13
号

溝
土

器
日
縁

都
や

や
粗

赤
色

粒
子

、
石

英
)

橙
色

5Y
R6
/6

9
8

18
号

溝
土
器
 
台
付
甕

脚
部

外
面

ヘ
ラ

調
整

や
や

密
赤

色
粒

子
、

石
英

)
橙

色
5Y
R6
/6

8
20
号

溝
土
器
 S
字

状
日
縁

台
付
甕

15
6

日
縁

部
外

面
ハ

ケ
ロ

や
や
粗

赤
色

粒
子

、
金

雲
母

、
石

英
、

長
石

、
小

石
)

鈍
い

褐
色

7 
5Y
R5
/4

外
面

ス
ス

付
着

8
20
号

溝
土

器
 

菫
(1
58
)

日
縁

部
一

体
剖

ケヽ
ロ
 

内
面

指
頭

痕
ナ

デ
や

や
密

赤
色

粒
子

、
長

石
、

石
英

)
橙
色

7 
5Y
R7
/6

8
20
号

溝
土
器
 
長
頸
=

日
縁

部
～

底
剖

ヘ
ラ

調
整

ミ
ガ

キ
痕

や
や

密
金

雲
母

、
赤

色
粒

子
)

鈍
い
橙

5Y
R7
/6

8
20
号

溝
土

器
 

長
顎

重
日
縁

部
～

胴
剖

外
面

ヘ
ラ

磨
き

、
内

面
胴

部
指

頭
痕

や
や
密

赤
色

粒
子

)
登
色

5Y
R6
/6

8
20
号

澪
土

器
 

常
77

55
日
縁

部
～

底
葺

密
 (
赤

色
粒

子
、

石
英

、
長

石
、

小
石

)
登
色

2 
5Y
R6
/8

9
14
号

溝
土
器
 
か
わ

ら
け

体
部

～
底

部
ロ

ク
ロ

成
形

、
底

部
回

転
糸

切
り

や
や

密
 (
赤

色
粒

子
、

金
・

黒
雲

母
、

石
央

)
沌
い
褐
色

7 
5Y
R5
/4

9
14
号

溝
土

器
 

か
わ

ら
け

2 
75

日
縁

部
～

底
苗

ロ
ク

ロ
成

形
、

底
部

回
転

糸
切

り
や

や
密
 (
金

雲
母

、
石

英
、

長
石

)
沌
い
黄
橙

10
YR
7/
3

内
面

一
部

ス
ス

付
着

9
14
号

溝
土
器
 
か
わ

ら
け

(1
20
)

口
縁
部

～
底
剖

ロ
ク
ロ
成
形

、
底
部

回
転
糸
切

り
や

や
密
 (
金

雲
母

、
石

英
、

長
石

、
赤

色
粒

子
)

天
黄
褐

色
10
YR
6/
2

内
外

面
ス

ス
付

着

9
14
号

溝
lt
l器
 
不
明

底
部

底
部

回
転

糸
切

り
や

や
密
 (
石

央
)

え
白
色

10
YR
8/
1

9
14
号

薦
土

器
 

福
鉢

底
部

櫛
目

7条
や

や
密
 (
金

雲
母

、
石

英
、

長
石

)
橙

色
7 
5Y
R6
/6

9
14
号
溝

土
器
 

信
鉢

(3
18
)

日
縁

部
～

体
部

ロ
ク
ロ
成
形
 
外
面
指
頭
痕
 
櫛

目
8条

や
や

粗
 (
金

・
黒

雲
母

、
石

英
、

小
石

)
灰

白
色

10
YR
7/
1

内
面

ス
ス
付
着

21
9

14
号

溝
土

器
 

悟
鉢

(3
14
)

日
縁

部
一

体
部

ロ
ク
ロ
成
形
 
指
頭
痕
 
櫛

目
7条

や
や

粗
 (
赤

色
粒

子
、

金
・

黒
雲

母
、

石
芙

、
長

石
)

地
い
責
橙

10
YR
6/
3

口
縁

部
ス

ス
付

着

9
14
号

溝
土

器
 

橋
鉢

日
縁

部
ロ
ク
ロ
成
形

や
や

密
 (
石

英
、

長
石

)
黄
灰
色

25
Y6
/1

9
14
号

溝
土

器
 

内
耳

鍋
日
縁

部
ロ
ク
ロ
成
形

や
や

密
 (
石

英
、

長
石

)
褐
灰
色

10
YR
4/
1

9
14
号

溝
陶
器
 
甕

(常
滑

)
肩

部
や

や
粗
 (
石

央
、

長
石

)
褐

灰
色

10
YR
5/
1

内
面

ス
ス
付
着
 
常
滑

9
14
号

溝
陶

器
甕

(常
滑

)
(2
31
)

嵐
部

ロ
ク
ロ
成
形

密
 (
石

芙
)

灰
色

5Y
R6
/1

9
14
号

溝
馬
の
歯

(前
臼
歯

)

9
14
号

溝
背

骨
(不

明
)

9
15
号

溝
陶

器
 

合
子

蓋
21

11
ロ

ク
ロ

成
形

、
底

部
回

転
糸

切
り

番
 

施
釉

瀬
戸
美
濃
系

9
15
号

溝
土

器
 

か
わ

ら
け

(1
08
)

日
縁

部
ロ

ク
ロ

成
形

や
や

密
 (
赤

色
粒

子
、

金
雲

母
、

長
石

、
石

英
)

鈍
い
橙

7 
5Y
R6
/4

9
15
号

溝
土

器
 

か
わ

ら
け

口
縁

部
～

底
部

ロ
ク

ロ
成

形
、

底
部

回
転

糸
切

り
や
や
密

釜
雲

母
、

石
英

、
長

石
、

小
石

)
¢屯

い
橙

7 
5Y
R7
/3

見
込

み
部

に
放

射
状

の
線

刻

9
15
号

溝
土

番
 

内
耳

鍋
日
縁

部
～

底
部

ロ
ク

ロ
成
形
、
外
面
指
頭
痕

有
り

や
や

粗
金

雲
母

、
赤

色
粒

子
石

英
長

石
)

灰
貢

褐
色

10
YR
6/
2

外
面
部
分
的
に
炭
化
物
付
着

23
号

溝
土
器
 
か
わ

ら
け

底
部

ロ
ク

ロ
成

形
、

底
部

回
転

糸
切

り
や

や
密

白
色

砂
粒

子
)

明
黄
褐
色

10
YR
7/
6

23
号

溝
土

器
 

か
わ

ら
け

底
部

ロ
ク
ロ
成
形

、
底
部

回
転

糸
切

り
や

や
密

赤
色

粒
子

、
金

雲
母

砂
粒

子
)

橙
色

5Y
R6
/6

23
号

溝
土

器
 

か
わ

ら
け

(1
35
)

日
縁

部
～

底
部

ロ
ク
ロ
成
形

、
底
部

回
転

糸
切

り
や

や
密

金
雲

母
、

石
英

)
責
灰
色

2 
5Y
R6
/1

10
23
号

澪
旬
器
 
甕

体
苫
Б

外
面

叩
き

目
や

や
密

石
英

、
長

石
)

責
灰

色
2 
5Y
R6
/1

澪
口 ▼

２３
須

恵
器
 

不
明

体
部

外
面

叩
き

目
?摩

耗
密
 (
石

央
)

灰
色

5Y
R6
/1

二
次

転
用

か

23
号

溝
須
恵
器
 
甕
又

は
三

体
書
Б

外
面

叩
き

目
密
 (
石

英
)

責
灰
色

2 
5Y
R6
/1

3号
溝

土
器
 

橋
鉢

体
部

外
面

に
指

頭
痕

あ
り

や
や

密
 (
金

・
黒

雲
母

、
石

英
)

鈍
い
褐
色

7 
5Y
R5
/4

櫛
目
6条

」 3
号

溝
土

器
 

内
耳

鍋
体

部
や

や
密
 (
赤

色
粒

子
、

金
・

黒
婁

母
)



出
土

遺
物

観
察

表

番
号

図
写

真
出

土
位

置
種

別
。
器

種
法

  
 

量
(c
m)

部
位

観
察

所
見

土
色
 

調
備
  

考
日

径
底

径
器

高
(調

整
文
様

。
そ
の
他

)

10
を 3
号

溝
土

器
 

内
耳

鍋
(2
00
)

底
部

外
面
ヘ

ラ
磨

き
、

内
面

ナ
デ

や
や

密
 (
金

雲
母

、
赤

色
粒

子
)

鈍
い
褐
色

7 
5Y
R5
/4

外
面

ス
ス

付
着

41
10

を 3
号

溝
絢

器
 

徳
利

肩
部

～
胴

部
ロ
ク
ロ
成
形

や
や

密
 

内
外

面
鉄

fl
頼
戸
美
濃
系

42
33
号

溝
土

製
品
 

土
馬

体
部

～
頭

部
外

面
ヘ

ラ
調

整
や

や
密
 (
赤

色
粒

子
、

金
雲

母
)

鈍
い
褐
色

7 
5Y
R5
/4

ス
ス

付
着

】4
号

溝
土

器
 

菫
(1
80
)

日
縁

部
ナ

デ
ち

密
 (
白

色
砂

粒
子

、
金

雲
母

)
鈍

い
橙

7 
5Y
R7
/4

を 4
号

薄
土

器
 

重
(1
57
)

(5
3)

日
縁

部
ナ

デ
 

指
頭

痕
ち
密
 (
白

色
砂
粒

子
)

橙
5Y
R6
/6

И
号
溝

土
器
 
有
段
高
不

(9
5)

(6
4)

イ
部

～
脚

部
ヘ

ラ
ナ
デ

ち
密
 (
赤

色
粒

子
)

鈍
い
橙

7 
5Y
R7
/4

拠
号
溝

土
器
 

台
付
甕

(1
00
)

脚
部

ケヽ
ロ
の

ち
ナ
デ

密
 (
白

色
粒

子
少

々
)

明
赤

褐
色

5Y
R5
/8

10
24
号

溝
土

器
 

ミ
ニ

チ
ェ

ア
上

器
(4
0)

日
縁

部
～

底
部

指
頭

痕
白

色
砂

礫
C屯

い
橙

7 
5Y
R7
/3

10
24
号

溝
土

器
 

縄
文

頸
部

連
続

コ
の
字
数

や
や

粗
 (
金

雲
母

、
石

英
、

長
石

)
赤
褐
色

5Y
R4
/6

五
領

ヶ
台

式

24
号

溝
土

器
 

縄
文

日
縁

部
や

や
粗
 (
金

雲
母

、
石

英
、

長
石

)
鈍

い
赤
褐
色

5Y
R5
/3

五
領

ヶ
台

式

24
号

溝
土

器
体

部
獅
描

紋
や
や
密
 (
白

色
砂
粒

子
少
量

)
鈍
い
橙

7 
5Y
R7
/3

10
25
号

達
土
器
 
壷

(2
03
)

日
縁

言
Б

外
面

ハ
ケ

の
ち

ナ
デ

、
指

頭
痕

密
 (
白

色
砂

粒
子

)
鈍
い
黄
橙

10
YR
7/
4

25
号

溝
土
器
 
童

(4
8)

底
部

～
胴
部

ヘ
ラ
ナ
デ
の

ち
ナ
デ
 
指
頭
痕

密
 (
赤

色
粒

子
、
石
英

)
鈍
い
橙

7 
5Y
R6
/4

溝
口

，２
５

土
器

高
郭

日
縁

部
ヘ

ラ
ナ
デ

ら
密
 (
金

雲
母
少
量
、
赤
色
粒
子

)
橙

5Y
R6
/6

26
号

溝
土
器
 
甕

体
部

外
面
櫛
描
波
状

文
、
内
面
ハ

ケ
ロ

密
 (
赤

色
、

白
色

粒
子

、
金

雲
母

)
明
褐
色

7 
5Y
R5
/6

26
号

溝
土

器
 

甕
本

部
外
面
櫛

日
、

内
面
ハ

ケ
ロ

密
 (
白

色
砂
粒
子
、
赤
色
粒

子
、
金
雲
母

)
鈍

い
褐

色
7 
5Y
R5
/4

26
号
溝

土
器
 

重
日
縁

部
や

や
密
 (
白

色
砂

粒
子

、
赤

色
粒

子
、

金
_r
母

)
1屯

い
貢

橙
10
YR
7/
3

21
27
号

溝
土

器
 

ミ
ニ

チ
ュ

ア
土

器
(5
8)

日
縁

部
～

底
部

手
ず

く
ね

粗
 (
日

色
・

赤
色

粒
子

、
長

石
、

金
雲

母
)

浅
責
橙

7 
5Y
R8
/3

]7
号

溝
土
器
 =

(3
5)

底
部

～
体
部

外
面

ヘ
ラ

ナ
デ

、
内

面
指

頭
痕

ち
密
 (
金

雲
母

少
量

、
赤

色
粒

子
)

男
赤
褐
色

5Y
R5
/6

27
号

溝
土

器
 

有
子
し
鉢

43
底

部
～

体
部

密
 (
石

英
、

長
石

、
赤

色
粒

子
)

?屯
い

橙
5Y
R

27
号

溝
土

器
 

高
郷

14
 2

不
部

～
脚

部
ヘ

ラ
ナ
デ

や
や

粗
 (
石

英
、

赤
色

粒
子

)
鈍

い
橙

7 
5Y
R7
/4

27
号

溝
土

器
 

高
邪

邪
部

～
脚

部
ヘ

ラ
ロ
の

ち
ナ
デ

ち
密
 (
石

英
、

赤
色

粒
子

)
明

赤
褐

色
5Y
R5
/6

27
号

溝
土

器
高

邪
日
縁

部
ナ

デ
密
 (
石

英
、

赤
色

粒
子

、
金

雲
母

)
,屯

い
橙

7 
5Y
R6
/4

27
号

溝
土

器
 

重
(1
77
)

日
縁

部
～

胴
吉「

ヘ
ラ

調
整

や
や

粗
 (
白

色
砂

粒
子

多
し
、

赤
色

粒
子

、
金

雲
母

)
橙
色

5Y
R6
/6

27
号

溝
土
器
 
甕

(1
00
)

日
縁

音
F一

月 同
剖

外
面

ヘ
ラ

調
整

、
ナ

デ
密
 (
白

色
・

赤
色

粒
子

微
量

)
鈍
い
責
橙

10
YR
6/
3

27
号

溝
土
器
 S
字

甕
日
縁

著
Б
～

月同
訂

外
面

ナ
デ

の
ち

ハ
ケ

ロ
 

内
面

指
頭

痕
や

や
粗

 (
赤

色
・

白
色

砂
粒

子
多

く
含

む
、

金
雲

母
)

橙
7 
5Y
R6
/6

27
号

澪
土

器
 

壷
日
縁

付
近

内
面

指
頭

痕
や

や
密
 (
白

色
・

赤
色

粒
子

微
量

)
橙

7 
5Y
R6
/6

27
号

溝
土

器
 

主
13
5

65
日
縁

～
底
部

ナ
デ
、
指
頭
痕

や
や
密
 (
白

色
・

赤
色
粒

子
)

橙
5Y
R6
/6

溝
口 〓

２７
土

器
 

童
同

部
外

面
ヘ

ラ
ナ

デ
、

内
面

指
頭

痕
密
 (
白

色
・

赤
色

砂
粒

子
)

鈍
い
橙

7 
5Y
R7
/4

11
27
号

溝
土

器
 

壷
(1
74
)

日
縁

部
ナ

デ
や

や
粗

 (
白

色
、

赤
色

粒
子

、
雲

母
)

鈍
い
橙

7 
5Y
R7
/3

12
l号

土
坑

土
器
 

か
わ

ら
け

体
部

～
底
部

ロ
ク
ロ
成
形
、
底
部

回
転
糸
切

り
や
や
密
 (
金

雲
母
、
石
英

、
赤
色
粒

子
)

鈍
い
責
橙

10
YR
6/
4

12
6号

土
坑

馬
の

歯
(後

臼
歯

)

12
8号

土
坑

土
器
 

か
わ

ら
け

2 
25

日
縁

部
～
底
部

ロ
ク

ロ
成

形
、

底
部

回
転

糸
切

り
や

や
粗
 (
赤

色
粒

子
、

金
雲

母
、

石
英

、
長

石
、

小
石

)
鈍

い
橙

7 
5Y
R6
/4

日
縁

部
ス

ス
付

着

8号
土

坑
土

器
 

か
わ

ら
け

41
日
縁

部
～

底
部

ロ
ク

ロ
成

形
、

底
部

回
転

糸
切

り
や

や
密
 (
赤

色
粒

子
、

金
雲

母
、

石
英

、
小

石
)

橙
5Y
R7
/6

8号
土

坑
陶

器
 

器
種

不
明

底
部

?
ロ
ク
ロ
成
形

や
や

粗
 (
赤

色
粒

子
、

石
英

、
長

石
、

小
石

)
鈍
い
橙

7 
5Y
R6
/4

内
面

一
部

ス
ス

付
着

1号
井

戸
土

器
 

か
わ

ら
け

(9
0)

71
日
縁

～
底

部
ロ
ク
ロ
成
形

、
底
部

回
転

糸
切

り
や

や
密
 (
金

雲
母

、
赤

色
粒

子
)

鈍
い

責
橙

10
YR
7/
2

12
1号

井
戸

陶
器
 

重
胴

部
ロ

ク
ロ

成
形

ち
密
 (
白

色
砂

粒
子

少
量

)
褐
灰
色

7 
5Y
R4
/1

77
12

土
坑

墓
土

器
 

内
耳

鍋
?

体
部

ロ
ク
ロ
成
形
、

内
外
面
ナ
デ

ち
密
 (
自

色
砂

粒
子

微
量

)
鈍

い
橙

7 
5Y
R6
/4

外
面

ス
ス

付
着

12
土

坑
墓

古
銭
 

□
□

元
責

2
45

直
径

子
と
径
 0
71

0
厚

さ
重

量
(g
)2
6

腐
食

が
著

し
い

北
未

銭
?

残
存

値
( 
)

１ ３ １



出
土

遺
物

観
察

表

― 買 ） ―

残
存

値
( 
)

番
号

図
写

真
出

土
位

置
種

別
・

器
種

法
  
  
 

量
(側

)

部
位

観
察

所
見

土
色
 

調
備
  

考

日
径

底
径

器
高

(調
整

・
文

様
'そ

の
他

)

土
坑

墓
古

銭
 

洪
武

通
費

直
径
 2
37

孔
径
 0
5〔

享
さ
 0
1(

重
量

2
土

坑
墓

古
銭
 

永
楽

通
費

直
径
 2
50

子
し径

 0
5〔

享
さ
 0
1;

重
量

2
上

坑
墓

古
銭
 
皇

宋
通
費

直
径
 2
4〔

了 し
径
 0
7(

享
さ
 0
1,

重
量

象
書

体
北

宋
銭

2
土

坑
墓

古
銭
 

元
祐

通
費

直
径

2
孔

径
 0
6〔

厚
さ
 0
1〔

重
量

g
3

象
書

体
北
宋
銭

2
土

坑
墓

古
銭
 
聖

宋
元
費

直
径
 2
3〔

了し
径
 0
6〔

厚
さ

重
量

g
象

書
体

北
宋

銭

12
埋

甕
土
器
 
甕

倫
積

み
成

形
、

底
部

ヘ
ラ

整
形

密
 (
赤

色
粒
子
、
金
雲
母
、
石
英

、
長
石

)
内
面

に
石
灰
質
沈
着

埋
甕

土
器
 
甕

(5
80
)

論
積

み
成

形
、

底
部

ヘ
ラ

整
形

密
 (
赤

色
粒

子
、

金
雲

母
、

石
英

、
長

石
)

内
面

に
石
灰
質
沈
着

ピ
ッ

ト
39

郷
(6
2)

底
部

密
 (
金

雲
母

、
赤

色
粒

子
)

鈍
い

橙
7 
5Y
R6
/4

古
代

ピ
ッ

土
器
 

か
わ

ら
け

77
21

日
縁

菩
5～

底
部

ロ
ク

ロ
成

形
、

底
部

回
転

糸
切

り
や
や
密
 (
白

色
粒
子
微
畳

、
金
雲
母
合

む
)

鈍
い
橙

7 
5Y
R6
/И

12
ピ

ッ
57

土
器
 

か
わ

ら
け

(8
0)

体
部

～
底
部

ロ
ク

ロ
成

形
、

底
部

回
転

糸
切

り
や
や
粗
 (
金

雲
母
、
赤
色
粒
子
、
石
英

、
長
石

)
鈍

い
橙

7 
5Y
R6
/4

内
面

ス
ス
付
着

12
ピ

ッ
土

器
 

内
耳

鍋
(2
52
)

口
縁

都
ナ

デ
や

や
粗
 (
赤

色
粒

子
、

金
・

黒
雲

母
、

石
英

、
長

石
、

小
石

)
灰
責
褐

10
YR
5/
2

内
外

面
ス

ス
付

着

12
ピ

ッ
土

器
 

か
わ

ら
け

75
19

日
縁
部

～
底
部

ロ
ク

ロ
成

形
、

底
部

回
転

糸
切

り
や

や
粗

 (
赤

色
粒

子
、

金
・

黒
雲

母
、

石
英

、
長

石
、

小
石

)
灰
白

10
YR
8/
2

日
縁

部
内

外
面

炭
化

物
付

着

ピ
ッ

ト
16
1

衡
器
 

碗
底

部
ロ

ク
ロ

成
形

、
付

高
台

密
内

面
鉄

釉

12
ピ

ッ
狗
器
 

壷
(1
05
)

日
縁

部
密

内
外

面
灰

釉

12
ピ

ッ
石

製
品
 

祗
石

長
さ
  
9

幅
  
 3

厚
さ
 2
7

二
面
磨
耗

輝
石

安
山

岩

12
ピ

ッ
石

製
品
 

砥
石

長
さ
  
7

中巨
  
  
2

厚
さ

二
面

磨
耗

輝
石

安
山

岩

12
ピ

ッ
土

器
 

か
わ

ら
け

(8
6)

体
部

～
底

部
ロ

ク
ロ

成
形

、
底

部
回

転
糸

切
り

や
や

粗
 (
赤

色
粒

子
、

石
英

、
長

石
)

鈍
い
橙

7 
5Y
R6
/4

内
面

ス
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第 4章 ま と

調査 の結果 、 弥生 時代後期、古墳時代前期 か ら中期 、 中世、近代 にかけての溝 27条、土

坑 10基、井戸 1基、土坑 墓 1基、埋甕 2基、 ピッ ト257基が確認 された。遺物 につ いて は、

縄文時代 中期 か ら、 弥生時代後期、古墳時代 前期・ 中期 、平安時代、 中世 15～ 16世紀 代 、

近世 か ら近代 にか けての遺物 が検 出 された。

ここで は本遺跡 にお け る遺構 の変遷 と、主要 な遺構 。遺物 につ いて検討 を加 え ま とめ と

したい。

1.縄文時代

縄文時代 の遺構 は確認 されてはいない ものの、図版 に掲載 した遺物 は48・ 49。 100の 3点

及び調査 区全域 で は計 10点 ほ どの上器が 出土 した。 いずれ も縄文時代 中期 の五嶺 ヶ台式土

器 で あ る。 この北原扇状地 においては、過去行 われ た北原遺跡・ 善光寺北遺跡 な どの調査

で も、同時期 の遺構 。遺物が確認 されてい る。 この こ とか らも、 当調査 区周辺 におい て も

縄文時代 中期 の遺構 の存在 が確認 され る可能性 も考 え られ る。

2.弥 生時代後期

この時期 の遺物・ 遺構 は極 めて少 ない。唯-26号溝 の遺構 内か ら弥生時代後期 の 54～ 56

の上器小 片が検 出 されてい る。 26号溝 につ いて は、全貌が解 明 されていないため推測 の域

を出ないが、 ほぼ直角 に屈 曲 した形状 を呈 してお り、 この周辺 か ら遺物が出土 してい る事

等 か ら、方形 周溝 墓 の周溝 であ ると推測 され る。

3.古 墳時代 前期

古墳時代 と して は、前期 の遺構・遺物が最 も多 く確 認 された。遺物か ら 5。 13・ 18・ 20・

27号溝 が この時期 の遺構 として該 当す る もの と考 え られ る。 いずれの遺構 も全容 が不 明 な

ため遺構 の性格 につ いては解 明す るこ とは困難 で はあ るが、 20・ 27号溝 につ いて は、流水

の痕跡が な くほぼ直角 に屈曲が見 られ るこ とな どか ら、方形周溝墓の周溝 の可能性 が考 え

られ る。20号溝 に関 して は、18号溝 に切 られてい るが南側 の 19号 溝 との関連性 が疑 われ る。

この 19号溝 が南辺、 20号溝 が西辺の周溝 と仮 定す る と、一辺 8mほ どの規模 の方形周溝 墓

が存在 していた可能性 も考 え られ る。

4.古 墳時代 中期

この時期 の遺構 。遺物 は少 ないが、 24・ 25号溝 が該 当す る遺構 である。 23号溝 に よ り切

られてはい るが両溝 とも一連 の遺構 で あ る と考 え られ る。 この溝 は蛇行 してお り、砂 礫分

の堆積 も確 認 され てい るこ とか ら、水路又 は 自然流路 の可能性 が考 え られ る。

5。  1学  ft

遺構 は確 認 されて はいないが、 ピッ ト39に おいて 86の 不 ほか調査 区全域 か ら小 片が確 認

されてい る。何 れ も甲斐型土器であ り 9世紀代 の遺物 で あった。昭和 60・ 61年 に行 われ た

本郷遺跡 の調査 において、 この時期 の井戸及び墨書土器 な どが検 出 されてい るこ とか ら、

今後調査 区周辺 にお いて も古代 の遺構 の存在 が考 え られ る。
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6。 中 世

中世段 階 は、 2・ 3・ 9。 10・ 14・ 15。 23号溝、 1・ 4・ 8号土坑 、井戸、土坑 墓が主

な遺構 で あ る。 また BoC-4～ 7グ リッ ドの区域 に集 中す る多数の ピッ トも中世段階の

ものが多 く見 られ る。溝 に関 して は23号 溝以外 は、現在 の地割 り線 と各溝 の軸線が平行若

し くは直交 し、覆土 に類似性 が見 られ るこ とか ら、同時期 に存在 した もの と考 え られ、 9・

10・ 14・ 15号溝 出上の遺物か ら15～ 16世紀代 と推定 され る。

14・ 15号溝 に関 しては、以前 この周辺 には酒折宮 に通 じる参道が存在 して いた との伝承

が あ り、現在 もこの東西の延長線上 に道路 が存在 す る。遺物等 か ら中世段 階 の道 に伴 う側

溝 と考 え られ る。 また東西方向 に平行 して走 る14号溝 と 9号溝 の間 は約 14m、  2号溝 と 9

号溝 間は約 9.5mあ る。 これ らの溝 は中世段 階 における土地 区画の境 界 と推 測 され る。

土坑墓 が倹 出 され た周辺 において は、 4号 土坑 で骨粉、遺構 は未確 認で あ るが B-6グ
リッ ドにおいて古銭 6枚が集 中 して出土 した。また、4号土坑 で骨粉 が確 認 され る等、埋葬

施 設が存在 していた可能性 を窺 わせ る。 これ らの こ とか ら、 この周辺が墓域 で あった可能

性 も考 え られ る。

7.近 世～近代

埋萎 2基 は、肥溜 め として利用 していた物 で あ り、甕 内面の付着物 か らカル シウム質及

びア ンモニ ア分 が検 出 された事 か ら確 認 され た。土地所有者の飯 野氏 の言 に よる と、飯 野

家 は江戸時代 、 甲府城下町の南側 に位 置 す る遠光寺で紺屋 を営 み、幕末 か ら明治時代初頭

に旧甲州街道 (現国道 411号線)沿 いの善光寺三丁 目に移転 した との こ とで あ る。出上 した

2基の甕 は紺屋 で使用 された もの を二次転用 した もの と考 え られ る。近世 山梨 県 内 におい

て は、南 アルプ ス市秋 山、双葉町宇津谷、須玉町等で甕 な どが生産 されてい た こ とが知 ら

れてい る。 甲府近辺 において も善光寺近在 において甕 な どを作 っていた との話 が あ り、今

後 の調査研 究 に よ り出上 した甕の生産地・ 時期 な どが解 明 され る もの と考 え られ る。
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調査区北側 A～ C-1～ 8グ リッド

(南から)

調査区南側 B-20～ 22グ リッド (南から)

調査区中央 A～ C-14～ 16グ リッド (北西から)

袋、ミ|こ1棗鰯運蔭麗澤攀韓専:ⅢⅢ藝礫機鸞罐爵弩驚穏簿轟麟薫韓導縫

調査区中央 BoC-9～ 12グ リッド  (北から)調査区南側 A・ B14～ 22グ リッド (北から)

写真 1 調 査 区 風 景
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手前より4号・2号・ 1号溝 (北から)

手前より7「号・8号・9号

'寺

 (南から) 左より6号溝、井戸、5号溝 (北西から)

8号溝 (右 )、 9号溝 (左 ) (西から) 9号溝、10号溝 (南西か ら)

祀   (】しから)                6掲 |・ 9=号 ～13圭チ

'斉

写真 2 試掘調査区、溝 (1)

13号溝遺物出土状況  (北から)
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10号 溝 (】 しから)

18号 溝  (北西から)

14号・ 15号溝、埋甕  (西から)

14号・15号溝、埋港  (東から)

20号 溝 (ラ紅んヽら)

20号溝出土壺 II

写真 3 溝
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20号溝出土長頸壺13

(2)

20号溝遺物出土状況 (北東から) 20号溝出土長頸壺 12、 対 14



調査区北側溝検出状況 (南か ら)

23号溝 遺物出土状況  (東南から)

23号溝 完掘状況 (西か ら)

'青

口万26 (東か ら)

留
愁1

髯

写真 4 溝 (3)
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23号・24号・25号溝   (南から)

11蒸 諄命!

轍 |

27号溝 遺物検出土状況 (南から)

23号溝 かわ らけ34、 土馬 42出 土状況 27号 溝 (東から)



1号 土 坑 (東か ら)

3号土坑礫検出状況 (Hしから)

6号土坑礫検出状況 (西か ら)

3号 土 坑 (Jし んヽ ら) 7号 土 坑 (南西から)

8号 。9号土坑及びビット群 (南から)

φ巧んヽら)

写真 5 土  坑

2号 土 坑  (東から) 4号土坑 (左 )・ 5号土坑 (右 )(西から)

6号 土 坑
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10号 土 坑 (Jし か ら)



井 戸 検 出状 況 (】 し西か ら)

土 坑 墓 検 出状 況 (西か ら)

埋甕 1(左 )埋 甕 2(右 ) (】 しから)

(司 し西から)

土 坑 墓 完 掘 状 況 (東から)

埋 甕 完 掘 状 況

写真 6 井戸、土坑墓、埋甕
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(東か ら)

ビット(B・ C-10・ 11グ リッド) (東か ら)

ピット220茶臼出土状況 (東か ら)

ピッ トlo (西か ら)

業作

ビット、作業風景

ピット52かわらけ出土】犬,兄  (北から)

ピット201、 220、 202完掘】犬況

写真 7
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調査区一括

図24-99

B-3グリッド

B-6グリッド
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編 集 機 関 甲府市教育委員会

所  在  地 〒4008585山 梨県甲府市丸の内一丁目18番 1号 電話 055(223)7324

発 行 年 月 日 平成16年 3月 31日

ふ りが な

所収遺跡名

ふ り が な

所  在  地

コ ー  ド
fIヒ率革 東経

調査期間

調 査 原 因

市H丁オ寸 遺跡番号 調査面積

ほんどうびいヤゝせき

本郷 B遺跡

山梨県甲府市

善光寺三丁目

19461番地ほ

か

19201

５

　

　

８

　

　

８

138°

35′

41〃

I115.8.4

1115,9,3C

450m2

宅地造成工事

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

本郷 B遺跡 散布地
古墳時代

中  世

方形周溝墓

坑・土坑墓

柱穴・埋甕

土
　
・

・　
一戸

溝

井

土師器 。須恵器・陶
器 。かわらけ。古銭・

石製品・土J焉・獣骨 。

人骨








